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刊行のことば

明治16年 5月 9日に、本県が石

川県から分離独立して、ことしは

90周年を迎えることになりました。

この90年の聞に、わが富山県は

斗派に成長し、とくに産業経済の

面での発展は実に目ざましいもの

があります。

しかしなカf ら、この奇~1.斉を中心、

とする物質的な豊かきの反面に、

各種のひずみが生じてきているこ

とも否定できません。

今こそ物質的な豊かさから心の

豊かさへ、人間としての生きがし、

を中心とした価値観への転換をは

かるべきときであります。

私は、置県90周年を迎えるにあ

たって、本県の発展のあとをかえり

み、さらにきたるべき置県100年に

向って、住みよく生きがいのある

富 山県の実現をめざして進みたい

と存じます。花と緑の県づくり、

総合的な福祉施設の整備、青少年

の育成、芸術文化とスポーツ活動

の振興、郷土をみなおすことなど

を中心として、広く県民の皆きん

のご理解を得て、幅広い県民運動

として定着きせたいものと考えて

おります。

編集にあたっては、富山県史監

修者高瀬重雄博士をはじめ、県史

編さん専門委員、その他多くの方

々の熱心なご協力を得ました。 と

くに次代を背負う青少年の皆さん

に十分理解していただけるように

県内の多くの貴重な文化遺産を写

真で系統的に紹介し、解説もでき

るかぎり難解な表現を避けるょっ

心、カfけましアこ。

本書が、温故知新、明日への指

標となり、また、ふるきとへの愛

情を深めていただくために、いき

さかでも役立てばこれにすぎる喜

びはありません。

昭和48年 5月 9日

富山県知事

中田幸吉
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早春の立山連峰

高崎英之提供
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原始時代
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バスケ ッ ト引土器 (氷見市朝日貝塚)

縄文中期の文化を代表するすは‘らしい

土器 大 きな取手を つけ ijidJに は 栄 華

な文様がある

朝日貝塚の炉あと 大正卜三年 日本

ではじめて発見された縄文期の住居の

あとである



ちご --:rか

稚児塚 (立山町浦田) 富 山県ではめずらしく平地にある古墳

で 県下最大の円墳である 封土はふき石でおおわれ 周囲に

は周溝か 周庭帯とみられるものがある 空からみた姿はみご

とである
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先土器時代

わたくしたちの郷土には、

ずいぶん早くから人聞が住み

ついていた。 いままでに見つ

かった限りでも数万年前のも

のと思われる古い石器がある。

このころの人たちは、まだ

土器の使用を知らなかったの
せ んど き

で、この時代を先土器時代と

か、無土器時代と呼んでいる。

先土器時代の遺跡、は洪積台

地の上にあり、富山県では、

昭和27年上市川上流の、眼
しん

新丸山A遺跡で、はじめてそ

のころの石器が発見きれた。

今日まで県下で40か所近くこ

の時代の石器が発見きれてい

る。

8 -

石器 (上市町眼目新丸山 A遺跡)

ひと

イイ器 (悩光町人母 シモヤマ遺跡) 石器 (悩光町嫁兼平林遺跡)



縄文時代
じようもん

縄文時代は数下年に/えよ、長

これを年代別 に整理している。

Hn 

ふ

t
フ

そして 、縄文時代を早期、前

の時代に出土した土器の形 、
もんよう

文相:、製作技術などをたんね

んに調べ、類似した物を集め

中期、後期、晩期に大別

しか

その追跡は

県下に約 500か所近く発見さ

遺跡は多く台地上にあり、

考古学の研究者たちは、

人びとは木の実の ほか、

し、f明111t]にわたり、

れている。

している。

ゃい の ししなどの肉、海や川

ます、魚、貝委員などを

主食としたと考えられる。

のさけ、縄文 -IILJ~J上保 ( f~1、 ic l そ rlj・ f-t lll ::'追跡) このWJの土器

の多くは V'j-:'f;')で こLに火をほ った り イiでささ

え たりし て i~)-I-J した

イi尖f
若草 lif!と
の古品す

ち k吊
故中
も 町
古 l~
い t尺
も ill
の 跡

縄
文
時
代
の

9 -

や もり のような動物

めず らしい土ー伴である

縄文仁11則土保 ('j-:奈川IIJT愛本新j立跡 )

がし っかりと口縁部にしがみついた

.rr製イ 1斧 (，'~，!;庁 1 ) 1川!万沢ili;跡 )
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縄文後期土器 {滑川市本江 広野新泣跡}
¥上市町 / 

北陸や岐阜 県下に分布する特異な石器

である 宗教的なものにでも使われた のだ ろう カ・

復元された住居 (大沢野町春日 ) 5・6人

ほどの 人たちが生活していたと思われる



r 

「jl 

口口

。
ヒ 口ーコ

弥生後期土器 (高岡市赤祖父遺跡) 弥生時代

大正 7年、氷見市大境の白
おおざかい

山社の改築中に、大境洞窟が

発見された。 この遺跡の調査

石ほ、う 丁 (氷見市岩上遺跡)

稲は根本ではな く 穂首で刈りとられた

や よい

によって、はじめて弥生時代

が縄文時代より新しいという

ことが実証された。

弥生土器は縄文土器に比べ

ると、うす手でかたく、かぎ

りは少ない。

この時代から定着農業がは

じまった。遺跡は稲作に適し

たイ民湿:t也にみられるようにな

り、集落ができた。

小杉の囲山遺跡は、そうし

た集落の首長とおぼしき人の

墓であろう 。

囲山遺跡全景と遺構分布図(小杉町囲山遺跡 ) 周囲 をみおろす小高い岡の上に方形周溝

墓が四 つある 宅地造成のため消えさろうとしたが 保存のための措置がとられた
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古墳時代

古墳時代は 、 3世紀の末ご

り

た
ま

え
じ

迎
は

を
に

期

心

盛

中

全
を

の

方

そ
地

に

き

畿

紀

U

近

世

ろ

5

といわれる。
おうづか

県内には若宮 ・王塚 ・桜 谷
ち

古墳などの前方後円墳、稚児

づか

塚などの円墳、大小 200近い
じようカeひ ら か

高塚古墳のほか、城ヶ平・加

のう iまんじん えんどう

納 ・番神山 ・桜町 ・江道など

の横穴群で二百数十の横穴が

みつかっている。

この時代、畿内の勢力が、υ

地方に及んでいたことは、 古

墳や、古墳の中から出土する

副葬品などによって知ること

カfで‘きる。

そのころは弥生式土器のな

がれを受けた土師器が使われ

ていたが、 6世紀からは登り

がまを用いて、高い熱度で焼

わ古川ん
イ
lてせわあJ

U
 

き
器

え

宙
叫

す
須た

た
い

れ
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桜谷古墳群(高岡市太田 ) 前方後円噴 2基

と 円墳と推定される ものが 9基以上あった

が いまは 2基が残るのみである

五塚古坑 (州中町剥似小平) 加納横穴i伴 (氷見市川納)

山腹にはこのような横穴が

たくさんある



内行花文鏡 (高岡市桜谷古墳)

土r::rli器 (小杉町中山南遺跡) 須恵器(氷H市朝日長山古墳)

上切子玉と 勾玉(福岡町城ケ平横穴)

下鉄製鉾(氷見市朝日長山古墳)

浜山遺跡、の玉類(朝日町浜山遺跡) 浜山

遺跡で完成品のほか 原石未完成品や

たた き石 砥平{などの工具がみつかった
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古代

越中国のなりたち

北陸地方が越前 ・越中など

に分けられる前は、まとめて

越 国とよばれ、東北地方の蝦
ぞ

夷と接していた。そして、芙和
ちょ うてい

朝廷の勢力が強まり、蝦夷征

言すが行二なわれるようになると

越国はその基地として重んじ

られた。

越中国が越国から分かれて

成立した時期は 7世紀末であ

るが、その後も国域には変更

が加えられている。越後の

部や能登四郡が越中国に属す

るなどしたのち、 8世紀中ご

ろ現在の県域に近くなった 。
ニ 〈ふ こ〈ふ・んじ

越中国の国府は国分寺とと

もに高岡市伏木にあったとい
の きがわら

われ、軒瓦などの造物が出土

している。

み

げ

て

止

め
い

じ

年
は

4

が

平

名

天
の

同
{
寸
は

日

国

の

い
中

る

わ
越

れ
》り

る

こ

あ

を
で

海

M

足

本

札
年

日

切
口

が

川
田

廷

た

朝
れ

和

き

大

ム

叩

た

任

ま

えて、激海国と の交流をする

ようになると、越中国府では

役人に激海語を学ばせたりし

た。
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越中国国印

平城山跡出正木簡 利波Hlii口J上の盟か

ら フナの脂が郁におくられた 和iluj

3年 (710)は平城実行1$の年である

‘|乙城山跡出土木簡 能分:L!il
の羽111:ltliがこ の当時越li1L.EI 

にj瓜していたことカfわかる



11人 lず ι人 σ3さ まるがわ均

単弁蓮華文 軒丸瓦

このような瓦は 勝興寺や

薬師堂付近から出土した

到府 国分寺跡付近 (高岡市伏木)

写真中央上部に勝輿寺がみえる この付近

に国府があ ったといわれる
ょせむね

写真下部の湾曲部に寄棟の薬師堂がみえる

p
h
d
 



典

主司、

ー‘，.

" 
、‘
‘ミ7・.;

f 、.、
めばえる荘園

U

身

さ
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や

世

発

一一三
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法

ご
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中
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私

の
か
世

代
い
永

時
札
田

良
斗
墾

奈

や
法

大
でん

田農民や浮浪人を使って開墾

また豪族砺波臣

1也

った。有力な貴族や社寺は開

れ、律令社会を経済的に支え

ていた公地制度はくずれてい

県

川
班

の和

し
大

い
定

以
占

も

を
て

地

い

土

お

い
に

広

中

が

越

墾や買い入れによって大

所有者になっていった。

をすすめた。

志留志が、東

，、羽 “

寺に米を献じ

地方豪族

大寺の荘閑形成とその経

て官位につくなど、

も

イ W:i:~"， :.~'t : ~輔隣縛常i了k

~~ .: f:';そ ~'i~'~~ 立与ヰ持持~.'<" . . ~Ni;.;:.: 
'. 電k rJh-ふ ・ .' 可~'" ，;'JP_." W~~ 

越中国東大寺開田図 神護景雲元年(767 )東大寺は射水郡鹿

田村を開墾するためにこの絵図面を作らせた 左右に砺波臣志

留志の署名もみえる このような越中国内の開田図は17枚ある

ャ. .‘':. ~:; 
明記ーとコ.，，;，'，

七者"をー百4刊!....，._晶 、
~出馬~ ~'" ~! 

~円。司 ~r J 

常に大きな役割をはたしてい

こうした奈良平安期の荘閑

の建物の遺跡、だといわれるの

貴む含をトと

で

な

跡

き

器

遺

ど
土

ま

い
書

の
山
墨

べ

ゃ

う

簡
よ

木

が井波町高瀬遺跡、や入善 町じ

そこヵ、ら

t な遺物が発堀されている。
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大伴家持銅像(高岡市二上山)

阿尾の海遠望(氷見市阿尾)万葉のころ

い
持

別

家

し

凶
伴
以
任

M

大

ふ
赴て

1

j

!

)

 

P
O
 

九

と

(

守

年

国

日

に

平
山
国

天
山
越斗

品

大伴家持歌碑

(新湊市放生津八幡宮境内)

k 

婦
負
川
の
早
き
瀬
ご
と
に
か
が
り
さ
し

八
十
伴
の
男
は
鵜
川
立
ち
け
り

大伴家持歌碑

(氷見市上回子藤波神社境内)

満 5年の問越中に在任した。

しかし越中における家持は、

朝廷の役人としてより、越中

の自然、に詩心をそそられた歌

ている。

ころカfうかカfえる。

をはじめ、越中の山河 ・風物

を詠んだ歌が多くのせられて
あお と

おり 、 また英遠(阿尾)万奈

美(砺波)・可多加比(片貝)な

人としてその名を今にとどめ

「万葉集」には立山

あしっき

古代の人びとのおおらかなこ

-かたかごなどキ直牧!の名にも

どのI也名をはじめ、

一18ー



雄山神社前立杜壇 (立 山町岩山弁寺 ) 立 山山頂の図

古代の人々と立山

越中平野から仰ぎみる立山

は、雄大で、神秘的な美しき

をもっている。

古代の人びとは、この 山を

神がやどる 霊 山と考え、立山

を神のやまとしてあがめてい

アニ。

大伴家持は立山をたたえる

長歌の中に、 「 す め 神 の
、ま に い か わ

うしわき坐す新河の その

立山に・・・・・・・・・」 と、 古代人の

山への崇敬をよみこんでいる。

万葉歌碑(呉羽山)
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立山関山伝説

越中の国司佐伯有若の子、

佐伯有頼は、父のかわいがっ

ている白腐をにがしてしまい

ましアニ。

白鷹をもとめて、有頼は山

j菜く入りこんでいきました。

あくる朝一 人の行者が現われ

白鷹のいどころを教えてくれ

ました。

有頼がなおも奥に分けし、る

と、 一頭の熊が襲いかかって

きました。 有頼はいそいで矢

を放ちました。 熊は血を流し

ながら、玉戸の岩屋ににげこ

みました。

岩屋の中をのぞこうとする

と、不意に中から、胸に矢き

ずを負った阿弥陀如来が現わ

れ、有頼は自分の射た公であ

ることを知って、驚きひれ伏

- 20 -

しました。

阿弥陀如来は、この山は人

人を救うため 、地獄極楽を備

えて、汝を千寺っていたのだ。

すみやかに出家して、この山

を聞きなさいと諭しました。

こうして有頼は入道して慈輿

上人となり、立山を聞いたと

いわれています。

い時代に書かれた書物の中

には、佐伯有若によって聞か

れたと書かれたものや、立山の

狩人によって聞かれたと舎かれ

るものもある。佐伯有若は架允

の人物と考えられていたが、京

都の随心院文書の中に、その署

名がみつかり、実不正した人物で

あることが言正明された。

慈輿上人座像

kきずの阿弥陀如来像



婦 尊像

立山量¥i'と羅の図 立山開山縁起や

地獄 ・極楽などをえがいたもの
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日イ i 午 l学 j i ~:_ U、 本l，>i.不動!万JH象は

藤原時代につくられ 修験j立のさ

か ん なこ ろの )I;J ~ 五I J で !苧ii ~: 1ムの代

表の一つである

立山の修験道

代の人々が神として仰し、

中

る
の

す
t
行

主

リ

台

本

多

安

の

平

h

者

、
九
験

+
品
乙
参

山

の
立

台
た

天
い

ろ

で

ご

立山は修験者の霊地

者の活動をしのば、せてくれる。

の

頭

も

・ヲ
の

た

U

杖

れ

山
錫

ま

い

刻

古

て

た

つ

宇

品

レ
品

首
回，nl

a
 

一丁
タ
イ

t
匁弘
Y

これら修験

o
u
動

い

る

ふ
不

ぞ

え

れ

仏

川

が

む

厘

岩

か

ま

摩

白

、
つ
の

が

寺

川

と

石

市

こ

日

上

た

山
つ

岩

は

あ

大

制

王

で

れ

明

の

う

』

こ

山
集

町
五
口

が
き
ロ

た
初
物

い

川
昔

て
ル
今pu 

つな

集

と

話

ろ

説
こ

の

と

ろ

にさかのぼり、立山に登った

部が剣岳の頂上や大日岳から

「修行僧越中立山に至り 」

出土したことも、

であろう 。

とあり、

も

釧錫杖頑 (大E:l11;.!lU'.) この

錫村;は 平安時代liijWJの ものと

推定 される 小形の錫杖である

が帰りが強 く美しさがある

- 22 -



~…………………………一一………

a回

安Jrl;-寺聖観 (1，:菩一昨H象 常楽、ト1-一IIrl観音 菩 薩像 二上山射水神社男神像

古代の芸術・学問

越中における古代の芸術 の

うち 、代表的なものに大岩山

日石寺の摩崖イムがある。本尊

の不動明王は 、高さ 346.3cm
けんざく

あり 、右手に剣、左手に絹索

と宝f止をもって、前方をにら
ぎょうそ ヴ

みきびしい形相|をしている。

その他古代の彫刻としては

常楽寺(婦'j1町千里)の-1-一而

観音像 ・聖観音像、安居寺(許可

野町安居)のり観背像などの木

泣イムがあリ、いずれも藤原時

代初期のイ乍l日lである。 また金

銅の仏像には、本党寺(婦中
せり

岡J富 崎 )と千光寺(砺波市芹谷)

11"きつぞう

に観音菩薩像がある。 ともに

奈良時代の作とみられるが、
そ 11"( あすか

素朴な飛鳥仏の風をよく残し

ている。 またこの時代に越中
み ょ し た め や す

射水郡出身の学者三善為康が
さんはかせ

いだ。為康は算博士になり平

安時代における有数の学者と

して知られている。

- 23 -



中世

成長する武士たち

ほ うげ ん へいじ

保元 ・平治の乱は武士を社

会の最上層におしあげ、平氏

政権を生みだした。 しかし、

しだいに反平氏勢力が強まり

土

木

武

代
国

の

m
濃

国
ω
信

諸

。

て

た

し

め

と

始

い
梁

し

り
棟

束
を

結

氏

が

源

団

みなもとのよしなか じようのすけなが

曽の源義仲が挙兵し、城資永

を破って越後の国府にはし、る

と、越中でも新川の宮崎党や

砺波の石黒党などの有力武

団が義仲を支援した。寿永 2

年 (1183)義 仲は 越中 ・加賀の

これもり

国境で、平維盛の軍勢をうち

やぶった。 これが有名なf具利

伽羅合戦である。義仲は、に

げる平氏を追って京都に攻め

入ったが、翌年源義経によ っ
お うみの〈にあわず

て近江田粟津で滅された。義

仲に従っていた越中武士たち

もむなしく 帰?頴Eした。

- 24 -

山崎.lTxl止 (判l日町 )

供利伽羅合戦絵図 木曾義l'ドは}JII越凶境のiH利伽羅谷 で

火牛の法 を用い てギ維盛のlcl[勢 を破 った といわれる

埴生八幡山 義仲は1H利伽l羅介l践の前に

願文を奉じ 戦勝を祈 った といわれる



うつりゆく荘園

平安時 代の王朝文化 がはな

やかなころ、荘園制 はますま

す発展をとげていた。荘園領

太
美
M

料、北部・
H

川
勾
有
・
去
三
跡

占
湘
丸
ル
品
P

〈
向
M
れ

良
品
問
・
計
A
F
b
ハ
品
川
程

キb様

ダ 主 たちは自分の荘園を守るた

めに、都の有力な貴族や社寺

勢

え
権

を
の

権

そ

特ヲ
の

し

ゅ
入

進

ω
不

寄

申
輸

を
山
不

園

て

荘

つ

に

よ

¥ 、
¥ 

ず

武士の館あと 福光町

遊部のもの 江戸時代

の実測図である 二重

の土居がめぐらされる

など中世の武士の館の

様子がう かがえる

国司などの介入をしりぞけよ

うとし た。 有力な貴族や社寺
号

?由州特吋
への荘園集中の動きは 、荘園

p 
/ 

を新しく立てることを認めな

いとし、う朝廷の方針にもかか

鎌倉幕府のもとで荘園に地

ちは荘園領主と年貢 の取り分

、、，，
〆

領
自
Y

『
す
上

。

し

+
f

た

叫
園

つ
ぎ
紙

・F
‘

円

臥
U
F

f

d

#
官 でおきた争いで

に

古

小

、つノ

f
t
、、

よ

山
庄

す

初
江

こ
川
堀

お

は
を

え
い

と

争

た
るめを

土で

'

間

以
分

の
山
中

と

凶
地

頭
以
下

地

ホ

〉」家領れ宇品

頭がおかれ、武士が大きな力

つづけられ、荘園制はその内

と

こうして武士の荘園進出は

をもつようになると、 1也重貞た

は、鎌倉幕府の裁決にもちこ

ムやまなかった。

部から変質していった。

いう方法がとられた。

- 2S -

地を分けあう

わらず、



守護と守護代

鎌倉幕府は、全国公領に、

主と して治安を維持するため

守護をおいた。 北条氏の一 門
なごや しゅ

の名越氏が越中の守護に任じ
は うじ ようず やかた

られ、放生津に館をかまえた

元弘 3年 (1333)守護名越時

有は越中の国侍たちにそむか

れ、 一族79人とともに放生津

の海に身を投じて滅びた。

南北朝時代、越中の武士た

ちは、南朝方や北朝方につい

て互いに争い、普門俊清 ・桃
の い た だ つね しぱよしまさ

井直常 ・斯波義将など何人も

の守護が交代した。

康暦 2年(1380)、畠山基国

が越中の守護になってから、

越中の守護は代々畠山氏が世

襲するようになった。

畠山氏は斯波 ・細川氏とと
かんれい

もに、管領として幕政をとり

しきっていた の で、越中の支

配はほとんど守護代の遊佐氏
じん 11

や神保氏に任せていた。

桃井直常は越中の国侍たち

を引きつれて、 京都に二度も
じん 11 ~主=カe グの) .. ‘ 

攻め上り1、神保長 誠は応応、仁の

乱 の細川方の立役手者寺とな つた

- 26 

奈呉の浦(新湊市) 守護館のあ った

肢生津は国府にかわ って栄えはじめた

神保長誠肖像

遊佐氏館祉の土塁

(小矢部 I打蓮沼)

、‘ ・1・

3 

ー

、

ーー-i.J ιふ -.，..，w ‘ 匂.~‘W薄明曹，......... i 

桃井，f (f ri'.P: 勢 m~促状県内に.fJL存

する最dJ・の文書である

象 々

2¥ J手可1 

う(を
~ • ;1. ，; 
出山 )l~llilj昼q]・状 守准代jJi1fJr: 1と"隻に堀江花の

祇園社役夫工米について命令し ている



一向ー挟

しゃく臼 よ れん

越中には本願寺の縛如や蓮
ずいせん

如がやってきて、井波の瑞泉
ど や ま

寺や、勝輿寺の前身、土山御
あかおのどうしゅ う

坊を建て、また赤尾道宗のよ

うな熱心な信者が出たことに

より 一 向宗(浄土真宗)は広く

民衆の中に広まっていった。

本願寺門徒がふえるととも
あんよ う

に、瑞泉寺や安養寺(勝興寺)
い お う ぜん

などは、天台宗医王山やこれ

と結ぶ勢力を退け、約 1世紀

の問、砺波地方を支配した。

越中や加賀の門徒衆が、国

侍に反抗しておこした一 向一

撲は、越後から攻めこんでき

戦う一向宗徒

川

景

、

や

し
じ
じ

1
j

p

よ
ム
日

t

T

L

お

尾

た

お

付

長

せ

詑
支

」

丙

口

父

に

支

祖

死

の

の

ち

ら

λ

信

討

t
名

以

副

で

い
柑

ワ

防

波

や

川

」

上

砺

岬

怖

じ

た

を

相

か

能景塚(砺波市頼成新)

瑞泉寺(井波町)
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越中の統一

戦国時代の越中には、神保・

は越後の上杉氏がついていた。

アこ。 その後武田信玄方に寝返

攻めこみ、神保の力を弱らせ

椎名の有力な武将がいた。神

保氏は椎名氏より勢いが盛ん

上杉謙信はしばしば越中に

であったが、椎;名のf麦だてに

神保氏のいた守山城祉(高岡市)
った椎名氏や一 向衆徒を破っ

上杉謙信花押

-枕

占
・
陸
奥
ぞ
凧
・
此
ム
~
像

て、能登にまで攻めこんだ。

京

、

遣

は

ね

住

派

長

w

長

に

信

ぽ

保

中

田

u
神

越

織

た

をぃ
日
政

後

て

れ
成

死

れ

き

々

の

が

れ

佐

信

の

で

謙

に

い都

つ

した。

成政は魚津城を中心に勢力を

佐
々
成
政
肖
像

これと

結ぶ越中の国侍を追放し、越

もっていた越後勢や、

中の統ーを完了した。

成政は秀吉にしたがわず、

同盟

やがて秀吉の軍門に

くアごった。

秀

て
が

し

ら

立

康

孤

家川

め

徳

た
た

た
い

1
レ

で
山
陸

ん
わ
和

結

と
を

吉

前田利家らと争ったが、

しまい 、

前回利家肖像
豊臣秀吉禁制状

制

m.J

W
W
網杯争司。

軍
秒
e
ψ
八

V
M利
得
得
必
初
予

一
日放
政
A
t
多
J

戸
撃のダ久平
議
選え志
γ

がを
es冷
傍

γ九
系

込
や
殺
そ
ゑ
遣
す
浄

希

W1Z
え手

e

ム
キ
会
食
n
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本法寺憂陀羅28品のうち 1品 宝塔を

中心に仏の世界などがえがかれている

大徹宗令禅師像

大徹は立山寺をひらき 各

地に曹洞禅をひろめた

まカ九、 かれいざわ

摩崖仏(黒部市嘉例沢)

一遍上人議毛絵遊行J-_人他阿が肱生涼て、南条九郎を教化する場

中世の仏教

鎌倉新仏教の展開は、越中

においてもめざましかった。
は うね ん ニうみ ようIrう

浄土宗では法然の弟子光明房

がいた。 時宗では氷見 ・新湊・

福光あたりに信者がいた。 日

蓮宗では京都本能寺の開山と

た

め

出

じ

ら

は
か

を
中

寺

越

泰
カ

国

附
隆

は

ユ

日

で

た

{

示

つ

済

な

臨

かっさつ ござん じっさつ

甲利(五山 ・十利に次ぐ地位)

の輿化寺などが室町時代の越
L l:f はたけやま

中守護の斯波 ・畠山氏などの

勢力を背景にして栄えた。 こ

うした禅院からは五山文学に

名を残す詩僧を多くだした。

また北陸地方を中心にひろま

きっか

った曹洞宗においても、眼目
リゅうせんじ

の立川寺などを中心にひろま

った。

これらの新仏教に対して、

台真言宗の動きも活発で、
いおうぜんそ うかいじ せきどヲさんてんびょうじ

医王山惣海寺や石動山天平寺

には僧兵もたくわえられてい

た。 また修験道など山岳信仰

もひろく支持されていた。
しゃくに よ れんによ

本願寺の縛如や蓮如らの布

教によってひろまった浄土真

宗 は、これら諸宗 と時に争い

時に妥協しながらしだいに勢

力を大きくし、越中は真宗王

国といわれるまでになった。

n『
Jv

n
/』



文化のひろがり

武士の世になって、文化も

平安時代と違った武士や民衆

の姿を映したものがみられる

ようになった。

仏像彫刻は平安時代の定朝

ら

ふ

恥
慶

を

山
快

き
ぷ

恥
慶

い

は
運

い

1
レ

て

新

、

え

て

加

き
に

て

式

で

様

が

きこんだ。民衆生活に根ざし

た写実性をもち、地方性をお

びた仏{象もイ乍られた。 また車会

巻物による布教活動も行なわ

れ、武士や民衆にとって文化

は身近なものになってきた。

こうした地方文化の普及とと

もに、越中においても工芸品

、
み
見

合

穴

ひ

氷

万る
山
鐘

れ
臥
党

き

の

表
ゃ
屋

代
川
金

に

の

M

弘

辺

叫
義

澗

計
知

音
に

黒
常福寺阿弥陀如来像

むねただ

宗忠の能面などの秀作がつく

られた。活発な宗教活動とと

もに、社寺が数多く建てられ

や

時

殿

当
本

に

社

ど
神

な

山

殿
雄

本
の

宮

じ
寺

山

ω
時

自

立

石

の4
1
 

0

・主
1

た

平

語

活

げ

津

物

の

い

生

家

士

川

放

。

平

武

の

る

、

中

期

い

は

越

国

て

て

に

戦

つ

い

と

残

お

な

れ

が

に

記

か

式

学

平

描

様

文

太

が

の

や

躍

では神保氏などが宗祇らをま

じえて歌会が催されたりした。

また越中の風土は中央の文人

の和歌や漢詩などによまれ、

紀行文や謡曲の中にも登場し

てい・る。

立 山神像

- 30ー

十三寺馬頭観音像

総持寺千手観音像



氷見宗忠作の能面(左痩男 右蛙)

氷見宗忠は 室町時代の代表的な面打ちの

一人である 氷見の出身といわれている

白山宮本殿のかえるまた(平村上梨)

経王寺党鐘(新潟県糸魚川市) 新川郡

の前沢金屋の鋳物師によ って作られたも

ので永享4年 (1432)の銘がある

有
磯
海
の
う
ら
ふ
く
か
せ
も
よ
は
れ
か
し

い
ひ
し
ま
ま
な
る
浪
の
お
と
か
は

名物富田郷とよばれ

内

J

郷義弘作と伝えられ

ている

刀宗良親王歌碑(氷見市小境)



近 世

藩政の成立

成政を降した秀吉は 、成政

の領土を新川 1君13だけとし、
とし、、ぇ

他 の 3郡は前田利家の長男、

た城山守

。

め

た

じ

え

は

与

は
に

長

w
長

利

と
エ
↑

が、やがて富 山城に移った。

しかし富山城が火災にあった

ため、魚津に移り、ついで高

岡に城を築いて、そこに移っ

た。

加賀藩 3代自の藩主前田利
つね としつ〈

常は、次子の利次に富山10万

石を与え、これを支藩とした。

守 山藩の領域には、はじめ

は黒部川の近くの村々なども

含まれていたが、万治 2年(

1659)領地がえが行・なわれ、

婦負郡と新川西部に領地が集

められた。

利常の時代から 高 岡城は廃

城となり、高岡にいた武士た

ちは金沢に移った。

- 32 -

越中四都絵図 近世初期に作られたも U



富 山城 祉

前田利長 の墓碑 (高岡市関)

- 33ー

高岡城祉

瑞竜寺(高岡市関)

前田利長の菩提寺



町と街道

江戸時代になって平和が回

復し、産業が盛んにな るに つ

れて、城下町、宿場町、門削

町などいろいろの機能をも っ

た町々がつくられた。 越中 に

おいても富山・高岡などの城
いまいするぎ

下町、今石動・泊などの宿場

町 、井波 ・城端などの門前町

のほか、魚津・氷見などの町

が生まれた。

富 山は、戦国時代にはすで

に城下町としての性格をもっ

ていたが、江戸時代には富山

藩10万石の城下町となり 、政

治 ・経済の中心として栄えた。

富 山の町の規模は 、安永八年

(1779)の調査によ ると、家数

6079軒、人口 1万7600人であ

った。

高 岡は利長め築城により 城

下町となったが、廃城後は銅

器・漆器の生産や市場 ・問屋

がつくられるなど商工業の活

発な町となった。

また宿場町の指定や関所の

設置などにより、北陸街道 ・

飛騨街道その他の街道も整備

された。

- 34 -

境関所の絵図

一里塚 (朝日町境)
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農業の発達

兵農分離が行なわれ、農民

たちは農業に専心するように

なり、近世の初めごろには全

国的に用水の開発 ・新田開発

が盛んに行なわれた。

越中でも射水郡や婦負郡の

出

じ
い

は

碩

を
に

事

藩

工
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貝
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山
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めた。藩も積極的に資金や資

用水方奉行を派遣

用水は10年間で一応 完

この用水によって聞か

キオを出し、

した。

成し、

になっ

その後取り入れ口をふや

四

れた新田は 2万 5千
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農作業の図
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-，
，、，d

・2
E
'川
1

・・

が
れ
¥閥
、
/
、，
d

陪

奥山廻り役の浮田家(富山市太田本郷)

せんばこきを使用するように

な って 作業ははかど った
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越中の特産物

江戸時代は 、貨幣経済の伸

長期で、地方の特産物 の生産

が盛んになり 、領外へも多く

販売されていた。越中におい

ても 、いろいろな特産物が生

産され販売されていた。

富 山の売薬は 、 「越中富山

の薬売り」の名で全国に知ら

れ、配置販売制にその特色が

ある。富 山の売薬は、元禄の

ころに主台まったといわれるが

その後売薬人仲間同志のきび

しい規制と団結、忍而.tや薬の

ロロ'n_カfよかったことなどから

しだし、に販路を拡大していっ

た。 また幕末のころには、富

山で2600人余り の売薬行商人

がおり、この他射水 ・高岡 ・

水崎などにも、多くの売薬行

商人がいた。

また町や村々において、絹

もめん

織物(井波 ・城端)木綿 (新川

・悩野)布(砺波)和紙(八尾)
すげかさ

菅笠(石動 ・悩岡)などの特産

物が生産された。

鉱山には、松倉金山 ・下回

銀山などの鉱山があった。 近

世の初めのころには、 おびた

だしい量の金や銀などが掘り

出された。
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鉱山の絵図 (部分)
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1.教育と学芸

近世になると、教育や学芸

階級にまで広まった。

武士の子弟のために藩校が設

けられ富 山藩では広徳館が、

加賀藩では明倫堂が設けられ

まず教育についてみると、

は、武士階級はもちろん庶

文

国~
また庶民の子弟には、決;?こ。

南部三代 (草寿 南山景春)の墓

(富 山市五番町光厳寺境内)

利保著作物の一部
学を教える私塾や実用的な手
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の業績を残した。儒学には富

代、岡田順之

文学では俳諸が注

芭蕉がきたことに
主いだん

刺激された越中の俳壇は、芭

蕉の弟子にあたる浪化 (瑞泉

山藩儒者南部

らカfし、アニ。

目される。

を中心に、蕉風11代住耳哉)

藩校広徳館にかか

って いた孔子の像

広徳館平面図の俳譜が盛んになった。

楢金園 (福 光 町)ヰ:イ屋の あと高樹会文庫

石黒信自の蔵書や

著書が残っている

越中の連歌は 、寛文のころ

な
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川
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富
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役所をつくるほどの熱の入れ

る。

和歌では、 10代藩主利保を
うちゃ まい っぱ う

はじめ五十嵐篤好 ・内山逸峯

らがすぐれた作品を残してい
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ょうであった。



浪化上人の図

黒髪!奄文化 7年(1810)蕉風の

俳人が建て 庭に芭蕉塚がある

有
磯
海

早
稲
の
香
や

分
け
入
る
右
は

井波八景の図 (樗良の句 )樽良は天明六俳

客の 1人で いくども井波にきており写生

を得意とした 井波八景は樗良の作である

芭蕉句碑

(新湊市放生津

八幡宮境内)

井波八景の図(蘭台の句 j

蘭台は瑞泉寺14代の住職で

天保のころ活躍した

凋
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2.美術・工芸

江戸時代の美術 ・工芸は、

一般に小規模で形式化する傾

向にあったが、その反面庶民

にまで広まったところに特色・

カfある。

越中の工芸品は、江戸時代

のはじめごろ藩主をはじめ武

士や富裕な町人 ・百姓のため

につくられたが、その後しだ

いに日用品にもすぐれたもの

がつ くられるようになった。高

岡の鋳物 ・銅器 ・漆器、城端

の漆器、富山青員細工、また

丸山焼 ・小杉焼 ・瀬戸焼など

にすぐれた作品が残っている。

絵画では、京都宮家の絵師

の
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下守胤 ・木村立巌らが有名で
あいざん

あり、また文人画に谷口需山
こう きん

・吉田公均が出た。 これらの

作家の多くは明治の初めごろ

まで活躍した。
じんじ ゃぶ勺 か 〈
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fこ。
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福禄寿 木村立獄画

鶏の十二ヶ月 (部分)山下守胤画



小杉焼鴨徳利

越中瀬戸焼香炉

延宝 6年(1678) 

の銘がある

丸山焼赤絵壷

鉄製鰐口(福野町安居寺) 高岡鋳物師

の作で万冶 2年(1659)の銘がある

治五右衛門塗 白漆稔鷺草盃盆

治五右衛門は城端の塗師である

今

J
凋
U
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庶民生活さまざま

かんしゅう

庶民の生活の慣習は、祭り

や年中行事に残っている場合

があり、この行事を通じて江

戸時代の庶民生活の一端を知

ることができる。とくに祭り

は庶民のエネルギーを発散す

る場として、重要な行事であ

った。高岡 ・八尾 ・城端 ・富
ひきやま

山などの曳山祭りはその代表

的なものである。この他鵜坂

神社(婦中町鵜坂)の尻ただき
かも しもむ ら やぶさめ

祭り、加茂社(下村)の流鏑馬

(ゃんさんま )、熊野神社(婦中

町中名 )の稚児舞 など吉凶占

いや祈願のための祭りにも庶

民生活の様子がうかがえる。

また人びとは寺社の境内で興
Llrい かるわざ

行きれる芝居 ・軽業 ・あやつ

り人形や、五箇山の「こきり

こ」に 代表される民謡にも楽

しみを求めていた。
あIr

一方多くの暴れ川をもっ越

中ではたびかさなる洪水に苦

しめられ、人びとは治山治水

に力をつくし、飢僅に備えて
u'こう そ う

備荒倉なども設けた。
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こきりこ踊の図

高岡の曳山 八尾の曳山



祭?打;尻;の世;腕阪::鵜'

鵜坂神社民たたきの図 坑たたきの行事には

多産や安産の願し、がこめられていた

太子講札太子信iflJは

仏教の宗派を 問わず 広

く庶民の聞にひろまった

立山道標地蔵

(富山市旭町 )

大鳶山くずれの絵図 安政 5年 (1858)

がもとでおこった鉄砲水のため 大きな被害がでた
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近 代

戊辰戦争

- 46ー

鳥羽伏見の戦いは、徳川家

に決定的な打撃を与え、維新

の方向を決定した。徳川慶喜

は朝敵とされてその追討が命

ぜられ、内政 ・外交とも天皇

みずから行なうという王政復

古の詔書が出された。

これに対し、慶喜は恭順の

意を表わし、江戸城もあけわ

たされたが、東北地方の諸藩

はこれに満足せず、政府軍と

奥羽越列藩同盟軍との戦いと

なった。

新政府側についた加賀藩 ・

富山藩は、朝廷への忠勤を示

すためもあって、藩の精鋭を

すぐって越後に進発させた。

両藩の目標となったのは長岡

で、苦戦の末、明治元年 7月

29日長岡城を陥入れた。 この

戦いは、全軍の戦局を左右す

る重大なも のであり 、また両

藩はこの戦争の軍需基地とし

て重要な役目を果たした。

国⑨i峰ゐ全議...t後ゑ前



ばんどり騒動

明治 2年の夏には長雨が続

要求したが、役人達はとり合

年貢米をとり立てようとした。

である。

新川郡常願寺

川東部の農民らは、十村や富

豪を襲撃した。 一撲の中心人

物は塚越村(立山町)の忠次郎

忠次郎らは十村や富

火

ず

津

ん

放

沖
魚

進
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と

し

山
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い

が

市

襲

な

日

を

し

三

一豪

を

一撲がもっとも激

わないどころか、維新前とか

しくなったのは、 10月29日から

なった。農民たちは救済米を

き、新川地方は大変な凶作と

きぴしくわらないやり方で、

10月半ば.から、

であった。

白岩川の河原、のあと ここに

一撲の群衆が集ま った

忠次郎の仲 (ひ:山町塚越)

だ。 参加者は 2万人近くにふ

くれあがり、襲撃された家はむしろ肱を押したてて進むー撲軍

60戸におよんだ。

藩は銃卒などをくり出し、

一撲を弾圧した。忠次郎は捕

えられ、金沢で斬罪に処せら

一撲の参加者はばんど

1) (みの)を着ていたので、ば

い時代のいぶきがうかがえる。

彼らの動きの中には、村役人

の公選を求めるなどの、新し

れた。

んどり騒動と呼ばれている。

l 忠次郎らの進んだ経路

黒
部
川
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明治 4年にできた新川県の県庁

むかし魚津の郡代役所であ った

藩から県へ
はんせきはうかん

明治 2年、版籍奉還によっ

て、土地人民は朝廷へ返され

ついでいろいろの改革が

中央政府から役人が

派遣きれ、知藩事となってい

ま知藩事となり政治の実際は

な行
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〆m

ここにはじめて新しい県

このとき誕

まもなく富山へ移された。

県庁は初め魚津に置かれた

生したのが新川県である。

政がはじまった。

アこ。

カf

当時は県政の過渡期で、いろ

たとえ

M

村

に
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3

あ

治
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カ
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れ
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止
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J

寸前

…
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町
村
肝
む
正

や

り
里

ば 明 治 9年に加賀と合併し、
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いろな変選があった。

上同上同明治 9年新川県を廃止して

石川県に合併した時の文書

明治 6年 8月にな って 新川県

庁はもとの富山城本丸御殿に移

された

まもな

く区長となり戸長とかわった。
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月
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ぢ
t
を
ほ
か

画が転々とかわり、行政の方

針も明治22年の市町村制の施

アこ。

行のころまでは確立しなかっ

明治 5年の戸長(今の町村長にあたる)任命書明治 3年の里正(今の町村長にあたる)任命書
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排仏のあらし

わが国では幕末まで神仏混請の考

明治になって新政府
しんとう

は、仏教を排して神道を盛んにしよ

明治元年 3月に「神仏分

かなり過激な仏教の排撃となった。

当時の富山藩でも新政府の指導 の

当時富山藩

もとに藩政の改革をはかっていたが

明治 3年間10月27日に、
だい きんじ はやしたちゅう

大参事 の林太仲は、突然「合寺令Jと

が出されたが、
こんニ う

県でも、神仏混靖の信仰があつかっ
だいごん11'ん しゅ11'ん どう

た立山大権現など修験道関係の各寺

このため富 山

社から仏教の色彩を取り払おうとし

受け、旧物破壊の思想、とあいまって

この動きは新しい時勢の影響を

え方が続いた。

うとした。

離令」

fこ。

合寺の騒 ぎ

)JI'iJ i，t.:が1i皮壊され 仏 ~fiのみを 践

した桜谷の大仏 (山山 dih七度寺)
いう厳しい命令を出し 、翌日までに

藩内の全寺院を各宗派ごとにー か寺

に合併することを強制した。 こグ〉アニ

め今まで人々の信仰を集めていた何

百 という寺々を藩の役人たちがこわ

したり、仏像や仏具を廃棄するとい

こうしてたいへん

明治

やがてこのこと

は各方面から政府に訴えられ、

な混乱が続いたが、

う馬量ぎになった。

4年に政府は富 山藩の行き過ぎを非

その後、破壊された寺 院は

民衆教化の教導職が設置された。富

山でも明治 6年に中教院が設置され

富 山市に中教院前という地名にその

だんだんと復興のき ざ しを見せてい

そのころ、神道に仏教を加味した

その後廃止された。今も、れたが、

要性した。
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名手支りをとどめている。
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合寺令の解除のために 取調べを 命 じた文書

合寺令による寺院の窮状が訴え られている



学制発布

明治 5年

「学制」は、

わが国に教育制度を設けるた
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現存のものとし てはも っと もL'J"い
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明治 6年 1月県庁に学務係を

設け 、知事が先頭に立って小

開設と維持には大きな困難が

ともなった。

また、人々も西洋

しか

し当初は、学校を開くための

ができなかったため、学校の

費用はすべて地元の町村の負

式の教育の内容になじむこと

学校の開校をすすめた。
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地租改正と砺波騒動

明治 4年に土地

それ

明治 5年から地 券

I也

価 に対して 100分の 3が税金

同 6年に

は、改正実施のための規則や

キ且手見は

土地 の所有ができるよ

米納から金納に改められ、

の制度と税制を改めた。

まfこ、

として定められた。

が発行された。

新政府は 、

うになり 、

以来、

心得書が太政官役所から布とと
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して反対する者もあ り、
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;;!il 
;j地

券

}
附
成
臥
伶
五
番

開
関
開
館
職
阿
由E
紅
鍵
刊

抽
刊
亀

岡
崎
4

本
制
監
T

地
慣
始
球
閲
覧
始
七
鍾
垂
蝿

崎
町
“
ふ

F=-
令

三

机判中
ハ
埼
ペ
鳳

帽す，
，，

ー

!

氏
自
ゐ
J
em
タ噂・
会
一
日一約
U
R
b
v
a
困
層

地調. 
.fII . 

土地は一筆ことに その地価などが書

き上げられた(今の魚津市長引野)

fρ
川
勝
坊

a

天
民
主
民
越
中
風
折
.川
が

長
引
野
折
村
地
汗
分
巻
待
問

四
r
弐

ず

悶

ι加
え
一
ん

同10年の 2月 7日戸出結し、地租の徴収と土地所有の確認のため

明治 5年から発行された地券
町永安寺の集会で役人を襲っ

て大けがをさせたり 、金持の

家をこわしたりして暴動をお

こした。

政府の方でも、税金の割合

差額の 0.5についても話し合

げ.た。小作オ韮についても、

100 

その

し

いをして農民の不満をやわら

だいに認めるようにな った。

を初めの100分の 3から、

分の 2.5に下げたのと、

地組改正の際 詳細に書き 上げら

れた地図 (今の魚津市長 引野)
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押しかけた農民は 柱の至るとこ ろ

に きず をつけて 役人 を脅迫した

(i!万波!騒動 の際 農民が押しかけた

永安寺の門 (高岡市戸出)



明治天皇の北陸巡幸

明治天皇北陸巡幸絵巻
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天皇を

中心とする新しい政治が発足
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その

お泊りになった。 翌日 月 2日

あまだ

県境の天田峠を越えて石川県
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日は泊町に御宿泊。

へ向かわれた。

は魚津に、

4日
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あんざいしょ

富山での行在所であった
2頭立ての馬車を中心に、高

天皇巡幸のときあらたに作られた

天田越え(今の小矢部市五間橋)

官たちの馬車 ・人力車が連な

そして前後を多数の県った。
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なおこ

のときに呉羽新道 ・加越国境

かれて、交通 ・通信の整備が

はかられた。

を結ぶ天田峠越えの新道が開

たことを印象づけた。

御巡幸錦絵
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明治15年稲垣示が中心となって

金沢で発行した 自由新誌

海内果の生家 (富山市中老田)

、.‘

北立自由党の指導者 稲垣示 越中改進党の指導者 島田孝之

同公判廷之図

自由民権運動

越中の自由民権運動を啓蒙

したのは、射水郡老田村(今

の富山市中老田 )の海内果で

あった。彼は明治10年から東

京日日新聞の論説を担当しな

がら小杉町の相益社に寄稿し

新しい思想、の普及につとめた。

おなじ射水郡棚田村の稲垣
しめす

示は、土佐の板垣退助らの自

由民権の主張に呼応、して県内

各地に政談演説会を聞き、明

治13年、富山 ・石川の地域を

代表して政府に国会開設の請

原買を十是出した。 このことから
い みず

「越中の自由は射水か ら」とい

われた。

明治15年、稲垣らは自由党

系の北立自由党を、富山の横

山隆道らは越中自 治党を、さ
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龍寺において北陸有志大懇談

会を聞き、九州 ・四固など全

国各地か ら有志、を集めて民権

運動の気勢をあげた。

稲垣や島田に共鳴する青年

有志は、各町村の教養ある地

主層らに多かった。

明治18年になって、大井憲

太郎・稲垣示らが韓国民に独

立と自由を与え ることを目的

として、暴動を起す計画をた

てた。 しかし事前に発覚し、

自由党員58名が告訴されたが

そのうち県人は11名もあった。

これを大阪事件という 。

今

JRJV 



明治の新聞雑誌
t!.，、ち

明治10年、小杉の開智堂か

ら発行された相益社の「相益

社談J は、越中新聞 ・雑誌の

さきがけとなり、そのf麦、自

由党 ・改進党の政党組織がで

きるにしたがって、おのおの

の政党の特色をもっ機関紙が

発行きれるようになった。
いながきしめす

明治15年、稲垣示は北立自

由党から「北陸日報」を金沢で

発行、のち 「自 由新誌」と名を

改めた。 1部20ページぐらい

のパンフレ ッ ト形式のも ので

ある 。 これと実買{以したも のと

して、明治14年発行の改進党

系 の「越中新誌」があった。

大阪事件で入獄していた稲

垣は明治22年獄を出て、大同

派 の「北陸公論」を発刊し、明

治17年に創刊された改進党系

の「中越新聞」とともに当時の

報道 言論の二大勢力をなし

た。 後にそれぞれ「富山日報」

. I北陸政論J(後の「北陸政報J)

となり、しだし、に県民の中に

浸透していった。

このほか明治初年から、文

学 (詩文)・商業などの小団体

ごとに文芸雑誌、商況雑誌が

干リ千子きれていた。

- 54ー

明治10年小杉で発行

さuた 村1:1民社員炎

明治17年から発行された中越新聞

(改進党系)

明治18年から J:h問孝之らが'11心

にな って発1iし た 北反雑 10，忘

富山日報社屋 中越新聞は明治

21年高山日報と改題された

(内甘l党系)



文明開化あれこれ

明治維新となり、新しい政

fニ。
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diのもとに欧米の文明が輸入

ろいろな移り変わりがあらわ

明治 3年 、高岡木五J-町

に県下最初の郵便役所が置か

売 りさばくところが設けられ

され、国民の日常生活にもい

れ、手紙を集める箱や切手を

れた。

l，iJ11 

明治天皇jg幸道路に沿っ

てはじめて電伝-線がかけられ

、
|
 

ノ
i

婦人束髪之図

魚l~. I tにti三信局ができた。 12年

には尚I尚・伏木・富山 にも分

}-u]が|羽かれた。

明治 6年には暦についての

己文革も行なわれ、太陰(月 )を

1 γ~ .---
こうもりカfさ

をもったチョンマゲ姿の男

日月ifi争刀めごろの

もとにした古い暦が太陽をも

とにした今日の暦に改められ

た。 また、西洋医学をとり入

てん ね んとう しゅとう

れ、天然痘予防の杭痘を行な

出íf~制度がは じまった ころ の

はさみ杵l

って大きな成果をあげ‘た。病

院も各地に設けられて医療が

キリスト教の祭ffilJが解かれた。

どもニグ〉ころカ‘らはじまり、

さらにランプ ・時計 ・寒 H差言十

の使用、写真tltZ;j(;、洋服着用

牛肉を食べ牛乳を飲むことな

6 i:F-に

4年にちょんま

げが断髪に改められ、

背及した。

ニグ)U，カミ、

文明日目化の波が県民の生活を

しだいに変えていった。
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殖産興業

新政府が大きく掲げた旗じ

るしは、 富国強兵と殖産興業

であった。 まず明治初期に官

営模範工場などをつくり、近

代産業の移入につとめた。

富山県においても特に力を

いれたのは茶の栽培・養蚕・

製糸 ・稲作改良などであった。

とくに輸出の上で重要であっ

た生糸の生産改良をおおいに

奨励した。明治 6年、福光に
あらため

新川県生糸改会社を設立し、

今石動・八尾に出会社を置い

たのもそのためであった。福
なかむ ら

光では、先覚者中郁林造 ・石

崎和善らによって県下にさき

がけて機械製糸工場が創設き

れ、ついで蒸気機関による動

力機械の製糸に切り替えられ

アこ。

また、越中売薬も広貫堂を

はじめ上市・滑川 ・中田・小

杉などに製薬会社が設立きれ、

国内、国外に進出した。 ほか

に、織物業も発展した。高岡

銅器の生産も伸び、日本ーの

名声を得られるようになった。
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明治 9年設立の広貫堂

明治 5年のオース トリ

ア博らん会の報告

右の報告書の内容 高岡か

ら銅器が出品 されている

明治35年設立された 富山県織物模範工場
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明治17年から発行され

た富山県勧業年報
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明治10年設立された第十二国立銀行本庖

昭和18年高岡銀行 ・中越銀行 ・富山銀行

を統合して 今日の北陸銀行にな った

明治22年設立の高岡銀行本庖

明治28年設立の中越銀行本庖

明治12年創立された 第百二十三国立銀

行本庖

第百二十三国立銀行が発行した紙幣

明治29年設立の富山銀行本庖

銀行の設立

明治12年 、県下最初の銀行

として、富 山市に第百二十三

国立銀行が設立された。 これ

は金禄公債や大商人 ・地主な

どの資本をもとにして、つく

られたものである。なおこれ

より先、明治10年には、金沢

に第十二国立銀行が設立され、

明治10年代には貸金会社がた

くさんできて、殖産興業に大

きい役割を果たした。

明治30年前後には、県内に

中小銀行が数十行も設立され、

本県産業のほ、っ輿に金融面か

ら貢献した。 しかし景気の変

動による盛衰が多く、明治17

年には第百二十三銀行と第十

二銀行とが合併して第十二銀

行となり、富山に本庖が置か

れた。 これが今の北陸銀行の

前身である。

『，，E1u 



富山県の成立

明治 9年に新川県が石川県

に合併した。 当時の石川県は

今の福井県の一部と富山県を

もあわせたもので、県政を行

なううえでしばしば意見の対

立があり、明治14年には福井

県が分県独立してしまった。

越中は独立した地区をなし

ており、県庁のある金沢へ行

くには遠くていろいろ不便な

点が多かった。人情 ・風俗な

どにも違いが多く、それが明

治14年ごろから県議会の土木

費のことなどでしだいに対立

が表面化してきた。加賀は県

政を行なうにあたって道路や

官庁の建設を主張したのに対

し、越中は洪水を防ぐための

堤防の築造をとなえるといっ

た状態であった。対立はしだ

いに深刻になり、明治15年に

は越中側有志が集まって分県

請願の決議をするほどになっ

た。 それには藩政時代か らの

加賀藩の圧迫に対する反ぱつ

もあった。分県運動達成にあ

たって、米沢紋三郎を委員長

に入江直友を副委員長として
あきよ し

上京きせ、内務卿山田穎義へ

分県建白書を提出し、あわせ
きね とみ ともみ

て三条実美や岩倉具美へも強

く請願し、分県運動を強力に

展開した。

越中だけでも人口68万、耕

作面積 9万町歩、地租84万円

もあり、独立能力じ ゅうぶん
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富山県設置をきめた太政官布告

明治32年 焼失の 旧富山県庁

分県陳情のために上京した人々

初代県令 (今の知事)国重正文

課菜
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ロ
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富山県印



最初の県会議事堂 明治20年に県庁の

門前に塀を隔てて建てられた

.‘・"

明治42年 皇太子(のちの大正天皇)行啓を

機会に 県庁構内に建てられた県会議事堂

富山県となるまで

江戸時代
明治 2年 明治 4年 明治4年 明治 5年 明治 9年 明治16年

7月17日 6月14日 11月20日 9月27日 4月18日 5月9日

加賀国 金沢県
石川県 石川県

能登国

加 賀 藩 金沢藩 金沢県 七尾県
射水郡

越 石 川県
砺波郡

中 新川県 富 山県
新川郡 新川県

国 富 山藩 富 山藩 富 山県婦負郡

富山県成立 までの経過

明治33年にできた富山県庁 (富山城祉)

西砺波郡役所 当時の郡は今 日の

地方公共団体に 匹敵する権限を

もってい た (今の小矢部市城山町)

かつ地理的にもまとまってい

ると主張した。新政府はこの

事情を認めて、明治16年 5月

9日、太政官布告15号で「富

かんかっ

山県ヲ置キ越中国一 円ヲ管轄

ス ・・・・・・・・・」 と定めた。 初代県

くにしげまさふみ ふにん

令として国重正文が赴任した。

県庁舎は旧城祉の旧藩邸があ

てられ、当時の予算は37万円

であった。 これが今日の富山

県のはじまりである。

県議会は分県と同時に石川

県議会をはなれ、新たに22名

の新議員が選出きれ、16年 8

月に富山師範学校で第 1回の

県議会を開いた。議長には武

部尚志が選ばれた。

県令や告示などを一般に知

らせる富 山県報は、はじめ新

聞に公表されていたが、やが

て明治22年から県単独で発行

するようになった。

こうして、変せんを重ねた

県の行政区画もようやく確定

し、県政の基礎がかたまった。
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道路・橋の整備

本県の近代化の第一歩とし

てまず着手されたのは、交通

の整備であった。

廃藩置県と同時に行政当Iロ

は国道(北陸道)の整 備に 着手

し、ついで、飛騨街道、金沢

福光街道を整備した。 明治 9

年には、道路は国道 ・県道 ・

りどう

里道に分けられ、 それぞれの

管かつにしたがって改修、新

設をすすめていった。 とくに
あぱ

苦労をしたのは、全国一 の暴

れ川といわれた諸河川 に橋を

かけることであった。 維新の

ころは県下の橋は神 通川舟橋

や愛本橋だけであったが、。

民協力して諸河川 につぎつぎ

と橋がかけられていった。 な

かでも黒部 ・常願寺 ・神通 ・

庄川はとくに困難をきわめ、

一般民衆の寄付を求め国の補

助を嘆願し、数年を要して

つ一 つの橋を作っていった。
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明治31年にできた黒部川僑

明治38年にできた神通大儒

大山町小見にかけられた私設賃取慌の収支報告

明治天皇御巡幸のときにできた

安養坊道 (今の富山市安養坊)



藩政時代からのブリ台網

新湊市沖でのイワシの大漁

明治40年ころになって改良された上野式大
敷網によって ブリの漁獲は更に増加した

大漁旗をあげて帰港する舟(魚津港)

氷見沖の漁場の図(明治のはじめ)

漁業の発達

明治のはじめのころの漁法
おお しきあみ じぴき あみ

は、大敷網 ・地曳網・釣など藩

政時代とほとんど変わらなか

った。 しかし、明治34年に漁

業法が出たころからしだし、に

進歩し、ぶり ・いわし ・まぐ

ろ等の定置網漁業 が盛んにな

った。 その中でも氷見で発明

された上野式大敷網が有名で

たちまち全国にひろがった。
しんみなと

県内の漁場では氷見 ・新湊 ・

魚津:などに多かった

このころから漁業組合が増

加し、また、網の材料がわら

から綿糸・マニラ麻へと改め

られ、船の動力化・大型化が

進み、これにあわせて新湊 ・

氷見 ・魚津などで漁港がつく

られだした。

おきあ い

きらにこのころから沖合漁

業へ進出するようになり、日
そ うぎょ う

本海での操業がふえ、その上

内地沿岸各地や北海道以北へ

も出漁し、にしん ・きけ ・ま

す漁業などがふえてきた。

遠洋漁業としては、明治の
ち しま か らふと

中ごろから千島 ・樺太 ・朝鮮 ・

北洋へと出漁し、きけ ・ます

・かになどを追うようになっ

ていった。
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富山市の 3分の 2を焼失した 明治32年

8月の富山火災を報ずる 富山日報号外
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災害の頻発

明治 ・大正のころは洪水 ・

火災などの災害や凶作が非常

なかでも明治28年、大正 3年

の浸水家屋を出した。

また大火による損害も多く

とくに明治18年 ・32年の富山

に多く、人々はそのつど苦し
あ l;f
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の大火 (焼失約5000戸)や明治

伝染病の流行もしばしば起

こった。

明治19年には死亡者 1万1000

よ
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痢

と
一
一赤

病

・
り

いれ
清

ロ

山
宿

コ

。
たれ〉りれ恐でん

などの流行ニにもしばしば悩ま

きれたが、伝染病患者を収容

ひ

した避病院や一般の病院の設

とくにコレラは明治

5000戸)は大きな災害をもた

12年には死亡者 1万2000人 、

33年の高岡の大火 (焼失約

人 などを出し 、

らした。

備の充実につれてしだい に少

そのたびごとに農

多くの人

達が北海道などへ移住してい

んか(稲の害虫)年 と呼ばれ、

減収50万石にも達し、農民を

凶作も天候まかせで防 ぎよ

たとえば明治30年はう

民は飢えに苦しみ、

なくなっていった。

うがなく、

った。

同じく庄川の大洪水で被害をう けた浅井

村 (今の大門町)

&ら

昭和 9年 7月 富山県を襲った大豪雨で

氾濫した黒部川のため 砂れき地 と化し

た村椿村(今の黒部市)
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苦しめた。



移りゆく農村

本県の農業の中心は米作で

た。

明治の前半には米作

の紹介がおこなわれ、他方養

を中心とした新しい農業技術

蚕や茶の栽培なども奨励され
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(今の朝日町)・大沢野町な ど

あった。

のほか、 神通川・ 庄 川 ・黒部

川等の洪水跡の耕地整理、射
ι苛

水の湿地帯の乾田化がおこな

また、大河川には合

石黒明治40年「銀坊主」を発見した

岩次郎の碑(今の富山市野口)

明治35年耕地整理を行ない 家々も集団移転

して整理した 大家庄村 (今の朝日町)
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団地耕作風景 (今の富山市)
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明治16年置県当
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稲 の耕地面積 ・収穫高 ・価格の年次別変化黒部川合口用水昭和のはじめごろできた
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北海道移住

明治のころは県民の大部分

が農業に従事していたが、な

かには耕作面積が少なく小作

者として苦しい生活を送って

いる農民も多かった。 そこで

ついには村をすて他郷に新天

地を求める人びとも出てきた e

この人びとに大きな希望を与え

たのは広大な原始林をひかえ

た北海道の開拓であった。

本県からの移住者は、昭和

9年までに 2万5391世帯 6万

760人にも達し、北陸 4県の

中で最も多かった。 なかでも

移住者の多かったのは、明治

30年と 40年の日清・日露戦争

後の不景気に加えて飢健のあ

った年で、両年ともそれぞれ

移住者は 1万人にも達した。

かれらは道内各地に単独移住

または集団移住を行ない、き

びしい寒さの中で原始林を切

り聞き、つぎつぎに村作りを

千子なっていった。 なかでも砺

波団体・江波団体 ・新川団体

などが有名である。 沼田喜三

郎の努力による雨龍本願寺農

お釘や し ろ べえ

場、大矢四郎兵衛の大矢農場

なども特筆すべきものであろ

つ。

北海道以外の関東や海外各

地に新天地を求めて、雄飛し

た人びともすくなくなかった
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聞こん風景

北海道へのむしろの積出し (魚津港)
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砺波市より北海道へ入植した人々の分布図

(砺波市史)

小屋掛けする農民

400人
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10 昭 1

砺波か らの北海道への移住者の推移

(砺波市史)



中越鉄道と北陸線

日本に初めて鉄道ができた

のは明治 5年であった。 北陸

でも鉄道開通を望む声 が大き

明治14年資本を出し

となった。

明治25年、帝国議会 におい

しかし、間もなく中止
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そし明治30年砺波の野を走った弁けい号の絵図

事 に着手、 31年に高岡まで、

32年に富山まで開通するに至

同15年にはすでに滋賀

たのである。
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矢

ており、大正 2年 4月に直江
しゅんこう

津まで竣工し、全線が完成し

県の長浜から敦賀まで開通し

った。

小矢部川鉄橋が開通したときのようす 北陸線の開通を報ずる富山日報の記事明治32年明治31年 10月

中越鉄道株式会社が開設きれ

これが富山県 最

初の鉄道の開通である。

市の郊外の黒田と福野間に汽

北陸線が高岡・富山まで通ず

る以前の明治30年 5月、高岡

車が走った。

宮藤lAl 封霊五平一事
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富山停車場 明治41年回刈屋から現在の場所へ移転

した 当時北陸線中 もっとも新式の構造であった

中越鉄道株式会社線路略図



伏木港と
束岩瀬(富山)港

明治にはいって物資の交易

がしだいに大規模になると、

良港の条件にめぐまれた伏木

や東岩瀬(富山)の港がそれぞ

れ高岡や富山を後背地として

大きく発展してきた。 しかし

汽船が入港するようになると

従来の伏木港や東岩瀬港では

十分その機能をはたせなくな

った。 そこで伏木港において

は、藤井能三 らが尽力して港

を改修し、明治22年には特別

輸出港に指定された。 明治末

年、庄川を分流きせてからは

本県の中心的貿易港として発

展して、高岡 ・伏木工業地帯

発展の原動力となった。

東岩瀬港は、馬場道久らの

努力によって大正のころから

しだいに近代的な港に修築き

れ、神通川口と切りはなして

港を築き、富山の外港として

発展し、富山工業地帯形成の

基盤となった。
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伏木港の発展に尽くした

藤井能三

大正 2年の伏木港 帆船 と蒸汽船が混在している

新湊の南島間作の持船奈古浦丸 明治

37年ロシアの軍艦によって沈められた
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日露戦争 |第一次世界大戦

一一総計

一 一 入 貨

一 出 貨

明治10年に完成した伏木燈台 富

山県ではじめての洋式燈台である

大正初期の東岩瀬港

戦

伏木港における貨物の出入



日露戦争従軍章

平壌夜戦我が兵勝利の図(日清戦争)

203高地奪 取 旅順港攻略のきめ手となったこ

の戦いに 多く の県人の血が流きれた
多国海造氏とその征露陣中日記 同氏は

大門町の出身で近衛兵として従軍した

が従軍の記録をこと細かに記録してい

た

明治40年に設けられた 歩兵第69連隊

(今の富山市五福)

遼陽陥落を祝う 高岡市内小学校生徒

(明治37年 9月 5日高 岡市古城公園)

日清・日露戦争と県民

しんこく

明治27年、日本は清国と戦

い、翌年勝利を博した。 この

戦いの前後からわが国の産業

経済は大きく進展した。 同29

年には、軍備拡張にともない

金沢に第 9師団が置かれた。

明治37年、日本はロシアと

衝突し、満州で激戦をくりひ

ろげた。 郷土の第 9師団も旅

}I債で死闘をくりかえし、多く

の戦死者を出した。

明治40年には、富山に第 9

師団の第69連隊が今の富山大

学の場所に新設きれた。しか

し、大正14年には69連隊が廃

止されて金沢から35連隊が移

ってきた。

これらの戦争を通じて 、県

民は留守家族を守り銃後の生
おや べ

活を支えてきた。 小矢部市の

婦人、宮のきの軍人慰問活動

などはその一例である。

ど

山

つ

宮
田

の

。

そ

た
は

れ

人

ら
軍

つ

肝

没

ま

叫

戦

に
、

杜

た

神

ま

国
靖

しょうこんし ゃ

の招魂社も大正 2年にできあ

がり、昭和14年には護国神社

と改称きれた。
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電源開発と
近代工業の発達

長い間たび重なる水害に苦

しめられてきた県民が、逆に

電力資源として水を利用しは

じめたのは、明治32年のこと

であった。神通川から取水し

ている大久保用水の落差に注

目して、アメリカ製の新式発

電機で電燈用電気をおこし、

富山市へ送電したのは富山電
みつだこ うきち

燈会社の青年技師密田孝吉で

あった。

その後、日露戦争の復況の

波にのって、神通川上流の庵

谷で本格的な電源開発が始ま

った。 その電力は輸送の便に

恵まれた伏木港背後の工業地

域へ送られ、第一次世界大戦

中から戦後にかけて飛躍した

工業のエネルギー源として活

用された。この地域には大正

6年に電気製鉄(現在の日本

鋼管) ・同 7年に北海電化(

現在の日本重化学工業) ・北
ソーダ

海曹達(現在の東亜合成)同 8

年に北海工業(現在の十条製

紙)などがつぎつぎと設立き

れた。

やがて、この豊富な電源地

帯は中央の実業家の注目する

ところとなり、本県出身の浅

野総一郎がまず大正 8年に庄

川水力電気会社を設立して小

牧ダムの建設に着手し、やが

て黒部川、常願寺川筋でもぞ

- 68ー

明治32年富山県では じめてできた大久保発電所 大久

保用水の水を利用し て発電した(今の大沢野町塩)

明治44年にできた庵谷第一発電所 これ

から工業用電力を供給できるようになる

富山県営電気の由来を記した銅板 富山県

は長く水害に苦しめられてきた 大正 9年

水害予防も兼ねて 水力電気を起す計画が

でき 常願寺川黒部川に発電所が作られた

久保発電所を視察した金岡又左衛門富山

電燈社長(右)と密回孝吉支配人(中央)

大正11年開通した黒部鉄道の宇奈月駅

鉄道の開通は宇奈月温泉や 黒部川の

電源開発に 大きな役割を果たした

大正 6年 新湊町にできた電気製鉄 (現在

の日本鋼管) 富山県における電力消費刑

の企業のはじめである



大正 2年に聞かれた

明治40年伏木町にできた 北陸人造肥料株式会社

昭和 5年庄川水系ではじめてできた小牧ダム

日満産業大博覧会ポスター

昭和11年神通川廃川地において聞かれた 日満産業大博覧会会場

くぞくと電源開発がはじまっ

た。昭和10年ころには 「電源

王国富山」の名は広く全国

に知られるようになり、 豊 富

で安い電力を求めて日産化学

-日本カーバイド ・日満アル

ミ(現在の昭和電工)などの工

場がつぎつぎと立地し、農業

県富山から工業県富山へとそ

の姿を変えていった。

電源地帯が県外資本によっ

て開発きれていくのに刺激き
υがしぞのもとみ ち

れ、大正 9年、東園基光知事

は、治水 ・財政 ・産業の三点

を同時に強化することを目的

として県営電気事業を始めた。

はじめに水害に悩まされた常

願寺川支流和田川筋で着手き

れおおいに成果をあげた。 し

かし、太平洋戦争が始まると

電力は国家統制になり、県営

電気事業も昭和17年には日本

発送電会社に吸収された。

A
3
 

po 



教育の充実

明治 5年、学制が発布されたが

そのころ の悩みの一つ は教員の不

足であった。本県では、富山市に

、かわけんニうしゅうし よ

「新川県講習所」を開いて教員を養

成した。 明治 8年にはこれが「新

川県師範学校」と なり、はじめて

師範学校の名前が使われた。

じんじよう

中等学校は、 富 山県尋 常中学校

(現 富 山高校)が最初のもので明治

18年に開校し、その後、第一 中学

校、富山中学校と校名を変更したc

高岡中学校(現高岡高校)は明治31

年に第二 中学校として開校した。

女子教育の出発は他県よりおそ

く、明治34年にようやく富山県立

高等女学校が誕生した。

明治の中ごろか ら日本の産業は

急速に発達したので、実業教育も

それにつれて盛んになった。福野

農学校 ・富 山県工芸学校(現高岡

工芸高校) ・富 山薬業学校 ・富 山

商業学校 ・高岡商業学校も明治26

年 -33年ころまでに開校された。

中学校 ・実業学校が充実すると

さらに上級の高等教育機関が不足

した。 そこで、明治43年には全I玉

で初めての単独の県立富山薬学専

門学校が生まれ、また馬場はるの

寄付金百万円を基金に旧制富山高

等学校が大正13年に開校した。高

岡市にも、全国第13番目の高岡高

等商業学校が大正14年に開校した。
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明治 8年創設の富山師範学校この建物は富山

市西団地方町にあり多 くの教員を養成した

明治27年に創設された富山県工芸学校

今日の高岡工芸高校の前身である

明治18年創設された 富山県立富山中学

校 今日の県立富山高校の前身である

富山県立薬学専門学校 富山薬学校 ・;品・山薬

業学校を経て明治43年同校とな った のち官

ITとなり 今日の富 山大学薬学部とな った

大正13年 東岩瀬町馬場家の寄付をもとにたてられた 旧

制富山高校 のち官立となり 今 日の富山大学と なった

大正14年開校の高岡高等商業学校 今 日

の富山大学経済学部の前身である 現在

は工学部の建物として使われている
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徳久知事の庄川改修工事視察(明治26-27年頃)

庄川改修工事竣功平面図 小矢部川と合流していた庄川は 洪水の災害を少な

くするため 別に海に注ぐようにつけかえられた

はせニぇ

神通川廃川地と富山市街の一部 明治34年神通川の馳越工

事がはじま り 曲流していた神通川は まっすぐに流れる

ようにな った 曲流し ていた部分は 昭和のはじめ頃か ら

埋めたてられ 今日の富山県庁 電気ビルがた てられた

昭和10年着工し38年に完成した 常願寺川本宮
zλ" 、
堰堤 当時わが国でも第一位 の貯砂堰堤であ った

大河川の改修

内務省(現在の建設省自治

省にあたる )の土木技師とし

て招かれたオランダのヨハネ

ス ・デレーケは、明治の中ご

ろ富山 を訪れ常願寺川 の荒れ

はてた姿を見て、 「これは川

ではなし、。 まるで滝だ。」と嘆

いたといわれる。 明治18年か

ら大正 4年までの県の一般会

計 を み る と 、 半 分 が 土 木 費 で

占められ、そのうち77%が治

水堤防費にあてられている。

明治35年にはじまった新庄川

の大開削工事は、庄川 の運び

出す土砂で埋まる伏木港を守

り、 あわせて庄川 下流がくび

れて狭:くなっているためにお

こる水害 を防ぐために実施さ

れた。 しかし、この工事 の た

めに、新湊市の西岸 一帯は市

の中心部から、分断されてし

まった。

昭和初年、富山市内を流れ
はいせんち

る旧神通川 の廃川地を区画整

理して新しい町づくりがおこ

なわれた。 たまたま 富岩運河

の 掘 削 工事 と一致していたた

め、その土砂が埋立用に活用

された。
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米騒動と小作争議

「越中の女ー撲」として有名

な米騒動は、大正 7年の 7月
うおず なめ りかわ

から 8月にかけて魚津 ・滑川
みずは し

・水橋の海岸地帯にまず起こ

った。米を積み出していく蒸
き せん りょうし

汽船に対して、漁師町の主婦

らは実力でこれをくい止めよ

うとした。主婦たちは米の暴

騰を、地主の売りおしみ ・商

人の買い占め・北海道への移

出にあるとして、安売りを要

求して浜辺に集まり、米の運

搬夫をおそい、米屋を襲撃し

それを制止する 警官と衝突し

アこ。

これはさ らに富山や高岡へ

とひろがり、新聞に報道きれ

るにつれてさ らに東京・大阪

など 1道 3府32県に拡大し、

参加者の数も 70万人に達し、

このために寺内内閣は総辞職

した。

小作料の引き下げや耕作権

の確保を要求して、しばしば

小作争議が起こった。 その中
たて

ていも鷹栖村(今の砺波市)・立

野村(今の高岡市)・大沢野町

等の争議が知られている。 き

らに大正から昭和にかけて各

地に農民組合が組織され、争

議が激化していった。

こうして、米騒動を転機と

して、しだいに民衆の自覚が

高まり、やがて労働運動や農

民運動へと展開していった。
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米を船に積 みこ む女仲仕 (魚津港)

米騒動当時の米蔵 (魚津市)

大

卒毛:

4許
亨iJ)

岡本一平の漫画

群衆が押 し寄せたこ とを記録

した当時の滑川町役場 日誌



普選運動の高まりと
労働運動

明治23年に第 1回の帝 国議

会 が召集されて議会政治が始

まった。 しかし国会議員 を選

ぶ者は、納税金額などによ っ

て条件がつ けられ制限されて

一般 国民 の問

ひろく選挙権を与える

同

そこで、いた 。

lこl土、

普通選挙の要望が高まり、
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掛
川
普
通
選
辞
期
成
問
盟
曾

32年にそのための期成同盟会

昭和 3年に始めて普通選挙が

デモクラシ一運動が起

県下では滑川町に期成同盟会

その後、大正14

大正時代には

また、大正 7年に起きた米

騒動などの影響により団結の

こり民主主義思想が普及する

につれて普選運動が高 まり、

年 に普通選挙法が制定きれ、

が結成された。

が発足した。

実施された。

、
、aノ
ー

、
tv 滑

川
普
通
港
第
鶏
戎
同
盟
曾
宣
言

書

必要を自覚した労働者たちは
~t 

ri'[川作j泊選挙liiJ出会γI_言書

、
さらに自分たちの要求を勝ち

取ろうとし、各地で労働組合

を結成した。大正10年ごろに

は大久保町の日雇人夫 ・城端

町の道路工事 人夫や伏木町の

山メリヤス工場女工・中越鉄

のストライキなどが続発した。

ついで富

化学工場の労働者などの間に

道従業員・魚津郵便局従業員

の労働争議、大正製麻従業員

労働組合ができた。

》 組 長 晶

;i LR 
の I~ ・T ./ 

話器 i
.‘.>>-;""司蘭副嗣咽・a圃凪M 岬 ..，沼圃圃圃・ i 

昭和 6年 5月 1日に行なわれ

た富山県ではじめてのメーデ

ーの写真 (5月2日富 山日報)

衆施議行院年議員月選日挙 議定数数員 選権挙者数有
投 票 者

棄者 数権 投票率
有効 無効 百十

大正 6・5・10 7 24，424 23，013 118 23.131 1.293 % 

" 9 . 5 . 10 7 45，968 40，821 293 41.114 4.854 ... 

" 13・5・10 7 47.501 42.395 291 42，788 4，713 ... 

昭和 3. 2・20 6 158，531 139，376 886 140，262 18，269 88.5 

" 5 . 2・20 6 160.829 145，501 788 146.296 14，533 91.9 

" 7 . 2・20 6 163.336 146.565 693 147，260 16，076 90.2 

" 11・2・20 6 172.751 146，131 715 146，846 25.928 85.0 

" 12・4・30 6 176，373 146，403 954 147，357 29，016 83.6 

" 21・4・10 6 515，257 ... 3.577 ... 106.860 ... 

" 22・4・25 6 529，431 393.785 3，223 397，008 132.323 75.0 
なお、昭和 6年 5月 1日には

富山 ・伏木で県下最初のメー

デーが千子なわれた。
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富山県地方課

山山県における選挙権者の増加 昭和 3年はじめて普

通選挙が行なわれた結果有権者は前回の 3倍にな った

(資料)富山県統計書，
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今
日
の
昏
甑

不景気と電気争議

の

正

後

大

戦大

計
慌

次
川
恐

一

済

第

経
の

る

年

よ
9

に

正

気
大

景
不

12年から昭和 2年にかけての

関東大震 災後の金融恐慌、昭

昭 4年から 7年へかけての世

影響を与えた。 l玉l民生活は物

価下落・企業倒産・銀行破産

界大恐慌は日本経済に大きな

-失業者増大 ・農村疲弊とい

富山う深刻な打撃を受けた。

金融モラトリアムによる 銀行休業を報

ずる記事 (昭和 2年 4月23日富山日報)

とくに高岡の銅器業県では、

と県下の織物業の被害が大き

かった。

さらに昭和 2年 4月に 3週

れき行施で

ム

令

ア

政

け
ゾ

A
M

'
h
t
 

ラ

令
モ
よ
予

の
川
猶

問

払

(預金の支

県下で37の銀行が休業したが

その後も弱小銀

このとき破産した銀行がいく

っかあった。

ま
4
F

た、農村もこれら恐慌のあお

行の合併統合がつづいた。

昭和 2年折か らの不景気 を反映

して電気料金値下の運動が起っ

た その時の滑川町役場の記録

りを受けて疲弊した。

この不景気のなかでまた、

昭和 2年 10月に三 日市町 (今

の黒部市)青年団員の「富山

電気株式会社」に対する料金

アこ。

値下交渉に端を発した電気争

議は、各地へ波紋を投げかけ

東岩瀬の各町に波及して大き

の調停によ

な社会問題となったが、翌 3

この運動は滑川 ・水橋・

ってようやく解決をみた。

年 8月富山県知

電気会社の消燈に対抗する滑川町民アセチレン燈をつけて屯3L争議は 白根知事によ って 昭和

3年に解決した それを知らせるポ

スター
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大正前後の世相

大正から昭和初期にかけて、

西洋風の生活文化が都市を中

心として人びとの生活にとり噛朝凪、・

いれられた。

本県でも、民主主義的な考

しだ

とく

に服装では中折帽 ・麦わら帽

え方は人々の生活にまで深い

電燈 ・自転車など実用的なも

影響を及ほ‘した。大正に入り

のが普及するとともに、

いに洋風化していった。

弓ゆE

. ヲム ~ ー ーー-司、・、唱 1..  

角，、 7
. .  付肉、.吋 ・

Errr'dJCi九三回

生島一一ー主-

圏

t仁ヨ

が流行し洋装の婦人も見られ

るようになり、官吏はもちろ
~ W O 

ん庖員、農民にいたるまで洋

服を着、靴をはくようになっ

ていっ た。

また総曲輪などの繁華街で

商庖やカフェ ー ・洋風飲lま

昭和はじめころの電話

食庖・簡易食堂 ・歌劇女優の

ならぶプロマイド屋などが、
出廻り出したラ ッパ型ラジオ大正末頃から

ようになっていった。

野球やテニスなどのスポー

設された。

の歌謡曲を口ずさんだ。

ツもとり入れられ娯楽も大衆

れ総曲輪には国技館さえも開

化し、常設の映画館が開設さ

しかし他面に米騒動や小作

争議 ・経済恐慌などの暗い現

など

実があり、県民は庶民感情を

よみこんだ "Mifi員づ、日貝砂

「コ
守

f

一十字一
一一

，，":ゆ

明治の末頃から普及しはじめてき た自転車



明治44年横綱にな った太刀山

県庁前通 1) (今の富山市大手町) 中町通り (今の富山市中央通り 1丁目付近)

呉 羽山 日枝神社(富山市山王町 )

po 
守

I



上海事変に 郷土の35連隊がはじめて出征した その時

の見送 り風景(昭和 7年 3月上市町相ノ木小学校児童)

空襲に備えでの 新湊町

での消火訓練 (新湊町)

勤労動員当時の 高岡高等商

業学校の生徒(昭和18年ごろ)

国防婦人会員の 廃品回収作業(新湊町)

足
並

3
ヘ
マ
大
政
翼
替
@
日
…州

戦争への傾斜

昭和 6年 9月の満州事変に

つづき同12年 7月には日華事

変がおこり、軍部による全体

主義化・軍国主義化が推進さ

れ、泥沼的な長期戦になって

いった。 そして、ついに 16年

12月8日アメリカ ・イギリス

・と中国における利害の対立か

ら太平洋戦争に突入した。

県民は国家総動員法のもと

に、労働 ・物資・資金 ・施設

.事業 ・物価・ 出版などに戦

時統制をしいられ、生活はし

だいに苦しくなっていった。

各地に愛国婦人会 ・国防婦人

会が設立され、銃後の守りに

努めた。 空襲に備えて 、防空

演習が続けられ、 15年には常

会と隣組が設けられた。 十二

銀行 ・富 山銀行・ 高岡銀行 ・

中越銀行は一 県一行の方針の

もとに統合きれ、私鉄 ・自動

車会社も富山地方鉄道に統合

された。 さらに学生 ・生徒は

軍需工場に勤労動員され、戦

争はますます激しさを加えて

いった。

-17-



戦時下の庶民生活

満州事変 ・日華事変 ・太平

洋戦争と戦争が激しさを加え

るにしたがって、県民は戦時

生活の自覚を強くもたなくて

はならないようになった。悪尺

頭には出征兵士を送る小学 生

の旗行列が見られ、町かどに

は戦地の兵士のために千人針

を求める婦人の姿が多く見ら

れた。

こうして、戦争の激化につ

れて、日常の物資は不足し、

人びとは窮乏生活に耐えなく

てはならないようになった。

「ほしがりません勝つまでは」

という戦時標語をひたむきに

信じて、人びとは戦争の遂行

に全力を尽くした。生活必需

品は配給制 ・切符制となり 、

物価も公定価格で統制され、

食料不足を補うために 、学校

では校庭の菜園化がすすめら

れた。昭和18年には、さらに

物資の欠乏が深刻になり、羽

字用の文ちんや学制服のボタ

ンさえも軍需物資として供出

が求められた。

東京をはじめ本土各地で、

アメリカ軍による空襲が激し

くなってくると 、疎開が行な

われるようになった。 日召手口19

年には東京の学童約 1万名が

県下の寺院に疎開した。
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慰問袋 の製作 (砺波女学校)

/己且の食膳の祈リ 域端町善徳寺へ

疎開 した 東京都常斡松小学校児童

山
一
脈
問

τ!だ本語
可 f央 重力

れ誓撃重
弓滅菌

昭和17年頃のポスター

衣料切符 品物によ って点数がきま ってお

り 切符がなければ衣料品は買えなか った



富山大空襲

昭和20年 8月2日午前零時

にして焼土となってしまった。

人という大きな被害を受けた。

富 山市の被害率は、 1000人 あ

たりの死者13.5人 、負傷者47

人で、全国92の戦災都市の平

被災世帯は 2万 5千、死者

約 2300人、重軽傷者約 8000

B29爆撃機の来襲を受けた富

山市は、焼い弾の攻撃で一夜

過ぎから未明まで、約70機 の

均率(1000人 あたり死者8.7人 、

この空襲の特色は、周辺部

7E 

しTごい

に中心部を攻撃して袋のねず

みにするという戦術であった。

空襲の一夜が明けた富山市は
がれき

瓦礁の山で、

を大きく上回

者 の60%以上が女子であった
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富山空襲を伝える記事(昭和

20年 8月2日北日本新聞)

堕量冒

しかも、

から焼い弾を落とし、

るものであった。

負傷者13.3人)

という。

炎上中の富山市

米軍機がまいた伝単 (ビラ )

富山駅頭から視

野にはいるものは当時まだ少

かった鉄筋コンクリートの建

つ。

今日の富山市の繁栄から当

しい体験は銘記すべ きであろ

時の悲惨な姿は想像もできな

くなったが、戦禍のなまなま

牧1だけであった。

n
ヨ

マ
t

荒町より西町方面を見る戦災後の富山市外部だけ残して焼け落ちた大和百貨1苫



近代の美術工芸

近代の富 山県の美術工芸は

各音~門にわたって、おおいに

振興した。

画家としては、幕末から明

治初期にかけて活躍した木村
りつが〈 あいざん

立 巌 ・谷口藷山などがいる。

また石崎光瑳は竹内栖鳳門下

のすぐれた画家で、西欧・イ

ンドに遊学し東西の長所を融

合して新しい日本画の境地を

聞いた。

彫刻では、井波がその伝統

工芸を生かし、今や彫刻の町

として全国的に注目されてい
のう 110 はたし ょうきち

る。 その他能彫の名工畑正吉

の

西

出

伝

的

彫
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い
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々

秀
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工

大

佐

田
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統を誇る高岡銅器の近代化と
ちょうきんちゅうきん

ともに、彫金鋳金技術では関

儀平・内島市平など、漆芸で

は勇助を受け継ぐ彼谷芳水、
は 〈てい

錆絵の高瀬直義 ・横山白汀な

どの作家がいる。山崎覚太郎

は文化功労者 ・日展理事長と

して、わが国工芸界最高の指

導者である。

陶磁器については越中瀬戸

な

究

焼

研
見

の

舟

磁
宋

焼

た

ど
戸

ま

叫石

た

焼

つ
杉

あ
づ

カタ」

むねまろ

をした石黒宗麿は人間国宝に

選ばれた。
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山崎覚太郎飛朔

石黒宗麿 黒柑褐斑文壷

荒谷直之介 五ヶ山の女たち
佐々木大樹大地 に



郷倉千靭 山の秋

畑正吉 出山釈迦

石崎光活花鳥の図

横江嘉純 愛こそ平和の母なれ
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郷土に輝く人びと
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水と戦い今日の佐藤工業の基

礎を作った 初代佐藤助九郎

今日の富士銀行の創設

者である 安田善次郎

明治 4年シベリアを横

断した 瑳峨寿安

浅野セメント等種々の事業

を手がけた 浅野総一郎

富 山県電力事業の創

始者金岡又左衛門

大

弘
てめ

南

ト
レま

た
で
つ

県

な
山

と

二
晶
臣

社会研究家であ り 「日本の下層

社会」を著した 横山源之助



日本国語学の大成者であり県下ただ

一 人の文化勲章受賞者の 山田孝雄

大谷重工 ・ホ テルオータニ等種々

の事業を手がけた 大谷米太郎

農林・文部大臣となり日中友

好にも尽くした 松村謙三

国務大臣 ・読売新聞社主

であった 正力松太郎

厚生大臣 ・小松製作所会

長 であ った 河合良成

今日の北陸電力業界の基

礎を作った 山田 昌作
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現 代
激動する世相

昭和20年 8月15日、日本はポツ

ダム宣言 を受け入れ、終戦とな っ

た。10月には、アメリカ軍が富山

市に進駐した。昭和20年から21年

にかけては、すべての生活や生産

のための物資が不足した。 とくに

食糧が欠乏し、 主食の配給も遅 れ

がちてい、高岡駅前など各地で 「米

よこせ大会」が行なわれた。主婦

は満員列車にしがみつきながら、

いもやかは、ちゃを求めて買い出し

に出かけた。昭和21年には、イン

フレをおさえるため間金が自由に

引き出せな くなり、新円が登場し

た。 また、コレラが発生し、 富山

湾の漁業は一時停止させられた。

農地改革が実施され、地主が没落

した。昭和22年には、新学期から

6・3・3制教育がはじま った。

また、 15人の婦人筈官が誕生した。

労働基準法が施行されたのもこの

年である 。新戸籍法が23年に施行

され、この年サマータイムが実施

された。 また第 1回県民体育大会

が開催されている 。24年には、工

場閉鎖があいついだ。対面交通が

実施されたのもこの年である 。25

年に朝鮮動乱がおこり、 26年には

サンフランシスコ講和条約に調印、

27年にはアメリカ駐留軍が離県し、

評判の悪かったサマータイムも廃

止きれた。そして民間放送が始ま

り、富山県総合計画も定められ、

ょうやく戦後は復興へのきざしを

みせはじめた。
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近代化進む農林漁業

昭和22年に行なわれた農地改

革によ って、小作農から自作農

にな った農家は、米の増産に意

欲を燃やし、土地改良と技術の

向上に努力し、生産量は年ごと

に多くな ってい った。

経済が立ち直りはじめた昭和

30年ごろには、兼業をする農家

がふえ、動力耕うん機が普及し

た。 2害Ij増産 5割省力を目標に

近代化が進む一方、野菜 ・花・

畜産が盛んにな った。

昭和40年代になると、コンパ

インやもみ乾燥施設が利用され

農地は、 30アール区画に整理が

進んだ。国全体として米が余る

ようになり、昭和45年度から米

の牛産調整が行なわれた。

山林は、戦後も復興資材とし

てむやみに伐られ、荒れた山を

緑で包むため植林が進められた

昭和44年に、全国植樹祭が砺波

市頼成山で天皇 ・皇后両陛下を

お招きして行なわれた。

林道の整備、しいたけなど特

殊林産物の生産、木材の利用な

ど、林業にも新しい波が押し冒

せてきている 。

漁業は、漁港がしだいに整備

され、近代装備をした船団が北

洋で活躍するよ うにな った。

昭和40年代にはい って、獲る

漁業から育てる漁業へと大きく

方向を変えようとしている 。
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全国植樹祭が砺波市頼成を中心に

して聞かれた (写真は林業試験場

でお手播される両陛下)
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大漁肱をかかげ北洋へ(魚津港)



臨海工業地帯の造成が進み 新しい工業が立地してゆく

経済発展の中心である富山市街(昭和46年)

とだえていた中国との貿易が再開された(昭和47年)

躍進つづける商工業

食べる物も着る物も乏しかっ

た昭和20年代のはじめのころ、

駅の付近などには自由市が立ち

人が集まった。昭和29年には富

山産業博覧会が富 山市で開催さ

れるなど、品物は豊かになり商

庖街はにぎわいを見せ始めた。

昭和30年代の後期には、販売競

争が激化 し、高層ビルが林立す

るようになった。 またスーパー

マーケ ッ トやチェーン庖形式の

ものが増加していき、 40年代に

はいると、消費者運動が活発と

なり、商業の体質改善を迫られ

るようにな ってきた。

工業は、兵器などの軍需工業

から民需工業へと変わり、繊維

.化学肥料工場がまず復興し、

昭和25年の朝鮮動乱のころを境

にして急速に発展した。高岡市

では、アルミ鍋景気がおこり、

また機械 ・鉄鋼などの重化学工

業が発展した。一時的な不況に

も見舞われたが、昭和30年代に

は金属製品 ・紙ノりレプ・プラス

チ ックスなどの新しい工業が伸

びた。昭和39年に富 山 ・高岡地

元が新産業都市に指定され、 富

山新港の後背地に 巨大な臨海工

・業地帯が生まれた。内陸部でも

ファスナー ・自動車 ・電気など

の工場が誘致された。 しかし公

害が各地に発生するようになり

地域を育 て愛する工業への転換

が真剣に望 まれている 。
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公害との戦い

本県の工業は、安い'屯力と

豊富 な水を利用する電解電炉

や紙ノりレプ工業が盛んであ っ

たため、煤煙や排水による公

害がひどくな った。

また、自動車が急激に増加

し、排気ガスによる公害 、工

場などの騒音 も増し、生活環

境がどんどん悪くな った。神

通川流域におこ ったイタイイ

タイ病は、鉱毒によるとされ

イタイイタイ病裁判は、昭和

47年に結審となり、患者側が

勝訴した。

農業では 、畜産経営の規模

が大きくなるにつれ、そ の排

t世物の処理がむずかしくなり、

悪臭 と川水の汚染が問題とな

って きた。 さらに生活排水の

増加や使い捨て時代によるゴ

ミ戦争が起こ ってきた。 また

交通事故が多発するなど、人

聞の生存をおびやかすまでに

なってきた。

昭和40年代にはし、ると、公

害 を防ごうという強し、住民運

動がおこ ってきたため、国や

地方公共団体も美しい郷土を

よみがえらせるために 、監視

の目を光らせ規制を強めた。

企業は、防止対策をとらなけ

れば成り立たないようになり

対策に努力するようにな って

きアニ。
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経済開発の煙は県土 をおお う(昭和40年)高岡市 立山の美しいたたずまいを いつまでも大切にしたい

公害 をなくす るため 活躍する新装な った県公害センタ一 (昭和47年)小杉町



風土記の丘には

開発の進む秘境五箇山は 史跡、の豊庫でもある

自然と文化財を守る

本県は、三方を立山を主峰とす

るけわしい中部山岳と丘陵に固ま

れ;、数多くの急流が富山平野をう

るおして富 山湾に注ぐ美しい自然

に恵まれている 。

戦後数年間、山林の乱伐により

山野は荒廃したが、県民の緑を愛

する気持ちは変わることなく、昭

和25年から毎年植樹祭が県下各地

で開催されている 。 また、 青年団

が中心とな って立山美化の奉仕作

業が毎年続けられている 。 また、

花い っぱい運動が、昭和32年頃か

ら4子なわれてきている 。 しかし、

産業開発が活発になるにつれて、

自然破壊がおこってきたため、自

然保護の気運が昭和45年ごろから

にわかに高くなり、市民運動のか

たちで盛り あがってきた。

祖先の残した文化財は、世相の

混乱した20年代に四散し、そこな

われたものがかなりあ った。 また

急激な都市化によって、文化財を

とりまく環境条件が悪化して きた

こうした状況から文化財を守るた

め、戦後間もなく、その修理と防

災施設の整備が続けられている 。

昭和38年には、県文化財保護条例

が制定され、以前に指定したもの

を再審査して、改めて指定し、そ

の保存に力を入れている 。昭和48

年 2月末て¥国指定文化財63件、

県指定文化財 168件のほか、市町

村指定のも のが多数ある。
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整備進む生活産業基盤

敗戦後、残されたのは、荒

れ果てた郷土であった。道路

・橋 ・鉄道などの交通施設の

復興は、近代的技術の導入に

よって進められた。 しかし、

経済の発展は予想、をこえ、生

活産業の基盤ともいえる交通

と都市環境の整備との聞の調

和 が くずれてきた。 とくに、

市街地の農村部への無秩序な

進出が続き、都市の生活機能

も農村の環境も整備が追いつ

かず、 45年には土地の利用区

分を定め、重点的に整備する

ことになった。 しかし、古い ‘

道路 ・橋 ・鉄道や港の改良に

は限界があり、新たに高速大

亘交通体系の整備が進められ

ることになった。新国道 8号

線は昭和40年に一応完成し、

昭和38年には富山空港が開設

41年には国鉄神岡線が開通、

43年には富山新港が開港した。

一方都市計画は各地で進め

られ、耐火構造の街造りが各

地で実施され、上下水道 ・通

信網も急速な整備が行なわれ

ている 。北陸自動車道の建設

が昭和44年からはじまり、北

陸新幹線の建設が昭和47年に

本決まりとなった。 また、 IJ、

矢部川流域下水道の建設が48

年度から着工される計画とな

っている 。
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都市交通は立体化が進め

られていく (昭和47年)
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充実する教育

敗戦を境として、教育の内容

も、 しくみもがらりと変わった。

児童は、使 っている教科書を墨

で塗りつぶして間に合わせた。

印刷能力もなく用紙事情が悪い

ため、新聞社の輪転機で印刷し

た数ページの教科書をぽつぽつ

配給する状態が続いた。

昭和22年に教育基本法が公布

きれ、翌23年には 、教育委員会

が設置され、 6・3・3制が実

施された。戦後の新しい学校教

育は 、軍国主義や国家主義を排

除して、児童 ・生徒の生活経験

を生かして個性を伸ばすことに

主力がおかれた。昭和22年には

新制中学が、 23年には新制高校

が県下各地に開校した。昭和24

年には富山大学の初の入学式が

挙行された。昭和37年には県立

大谷技術短期大学が創設され、

翌38年には富山女子短期大学が

誕生した。

食糧難のため発足した学校給

食は 、児童 ・生徒の体位向上に

大きな影響を与えた。 また、教

育機器を取り入れた能力開発も

日々進歩している 。一方では進

学熱が高まり 、上級校へ進学す

る者が増加し、全国屈指の教育

ポ準を誇っている。社会教育面

での充実も著しく 、生涯教育が

実を結びつつある。
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有峰と高岡二上に青少年の家を建て 青 少年の健全育成 が図られた

(二上山青少年の家)

第13回国民体育大会は かず

かずの思い出を残した

商業教育セ ンターでの授業



県民が，tJ:接知半と語る 会が各地で聞かれる 県の行政をじかにみる県政パス教室(呉羽ハイツで)

富山県青年の船の成果は 次第に県内に満ちていく

伸びゆく地方自治

戦前の地方自治は、中央集

権の色彩の強いものであった

が、戦後のそれは日本国憲法

に規定され、大きく拡充強化

された。 とくに住民が地方行

政に参与する権利は、多面にわ

たって拡充した。婦人に対し

て選挙権と被選挙権が解放さ

れ、選挙権が与えられる年令

が25才から 20才に引き下げ、ら

れた。 また、住民が知事を直

接選挙することになった。

昭和22年に第 1回知事選挙

と県議会議員の選挙が実施さ

れ、初の婦人県議が生まれて

いる 。昭和23年から29年まで

自治体警察がおかれた。昭和

25年頃から町村合併が促進さ

れ、昭和26年に新湊市が、昭

和27年に魚津市と氷見市が、

昭和29年には滑川、黒部、砺

波の 3市がつぎつぎと発足し

た。 また、町の規模も大きく

なり、行政内容も多様化し複

雑化してきた。 この結果、昭

和20年に 2市29町 183村あっ

たものが、昭和48年のはじめ

には、 9市18町 8村となって

いる。一方、広域市町村圏が

昭和44年からちくじ誕生し、

住民の生活圏に根ざす能率の

高い行政が進められている。
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高度の福祉社会へ

戦後、急激な社会の変化に

ついていけない人や、 さまざ

まな理由で自立できない人が

多数でてきた。 この人たちを

助けるため、昭和21年に生活

保護法が施行された。 また、

疾病を予防し、社会全体の健

康を増進するため、公衆衛生

に力が入れられた。 昭和30年

ごろになると、国民皆保険が

推進され、昭和34年には国民

年金が実施されるなど、公的

な社会福祉制度がしだいに整

備された。 昭和40年ごろから

は、社会保険や公的扶助の内

容を高めるため、その充実が

はかられるようになり、福祉

国家への歩みが続けられてい

る。

社会福祉事業の向上に、民

間の善意も大きな力となって

いる。昭和20年には、高岡済生

会病院が、21年には養護老人

ホーム長生寮が、 22年には宿

所提供施設として誠心寮が設

けられた。 また、 22年には第

1回の共同募金が実施された。

その後、心身の不自由な人や

老人や子どものための福祉施

設がつぎつぎと建設され、昭

和48年の 2月末には、 17種 33

施設になった。 さらに高度の

福祉社会の実現をめざして、

老人や幼い子どもたちの医療

費の無料化をはじめ、県民の

すべてが同じように幸せであ

るようにと、愛と繁栄の県政

が進められている。
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社会全体で乳幼児の健康を守ろ

うという気運が次第に強くな った

忠まれた環境の中で 自活するための技術を身

につけるセーナー苑(心身障害者コロニー)の充

実が進められている

県民の熱意と援助で建設された民間福祉

施設セーナー苑誕生の頃 (昭和41年頃)



在人の疋ll.-、の場舟戸荘(昭46年頃)

体 の不自由な児童が 治療を受けながら

勉強する (高，J4学園 )

県消費生活センター設置 移動センターも

開設 消費者保護が強化される(昭46年)

健康 を守 るため食品監視の目が光る
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置県100年を
めざして

富山県は、明治16年 5月9

日に石川県から分離独立した

郷土富山県の限りない繁栄

と、明かるいイメージを育てる

ために、置県 100年をめざし

て、次の事業が、多彩で息の

長い運動として展開されてい

る。

。花と緑の県づくり 事業

。芸術文化の輪を広げる事

業

。憩の場を広げ、スポーツ

を楽しむ事業

。若い力を発揮させる事業

。谷間に光と生きがいをも

たらす事業

。郷土を見なおす事業

これらの記念事業は県民が

あらためて郷土を見なおし、

その発展の歴史と先達の気概

や努力を思いおこすことによっ

て、県民の新たな活力を育て

ていくことを原買いとしている。

住みよい富山県を築くため

に、県民の積極的な支持と参

加が期待きれている。
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花と緑の県づく り辺動に 街~fiに出る中田知 'J手 ( 日召47年 )
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富山県のあゆみ

織田信長の武将佐々成政が越中に入る。

佐々成政が上杉方の魚津城を攻めおとし、越中の統一を

完成する。

秀吉、富山城を攻めて佐々成政をくだし、前回利長に婦

負 ・射水 ・砺波三郡を与える。

前回利長、守山城より富山城に移る。従臣 ・寺院 ・商家

も多く富山に移る。

加賀藩、十村制をしく 。

前田利長、砺波八講田村の貢布を受ける。

富山町中野より出火。市街の大部分および富山城を焼く 。

利長一時魚津城に移る。

利長、関野(高岡)に新城を築き町割をなす。

前田利常、新川郡松倉 ・下固などの鉱山の納税貸米の

令を定める 。

牛ヶ首用水工事始まる 。

前田利次、富山10万石に分封され、富山藩成IL。

加賀藩改作法に着手し、改作奉行をおく 。

加賀藩領の村御印が改められる。

富山藩がはじめて西廻り航路で米 1万2000石大阪へ送る。

反魂丹を富山商人松井屋源右衛門に販売させる 。

(富山売薬のはじめといわれる )

富山藩校広徳館創設される 。

神通 ・常願寺川洪水、富山町1900軒、郡方 260軒、

1万3000石の被害をうける 。

加賀藩が窮民救済のため、徳政令を出す。

加賀藩は海防に着手、伏木 ・放生津 ・生地に台場を

つくる 。

ロシアの軍艦、四方沖から伏木にあらわれる o

b 山藩 ・加賀藩が越後で反政府方の軍と戦う 。

加賀藩主前田慶寧 ・富山藩主前回利同版籍を奉還する。

新川地方にばんどり騒動がおこる 。

富山藩が合寺令を出し、 一宗ー か寺に定めたため騒

ぎがおこる。

藩を廃し県を置く 。新川県が誕生する。

小学校が各地で創立される。

地租改正が行われはじめる。

入る。
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正天1581 

1583 

眼目新丸山遺跡、人母シモヤマ遺跡など

桜峠遺跡、朝日員塚など
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このころ越の国が越前、越中、越後に分かれる。

越中の 4郡を越後に分ける。

田口年足が越中守になる。

能登を越中にあわせる。(~757 ) 

大伴家持が越中守になる 。 ( ~ 751 ) 

東大寺の越中墾田図ができる。

砺波臣志留志が東大寺へ墾田百町を寄進する。

越中の役人に激海語を学ばせる。

立山を閉山したといわれる佐伯有若が越中守になってい
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る。

越中国司が荘園の停止を願いでる。

一善為康が朝野群載を著わす。

宮道季式が堀江庄を京都祇園社に寄付する。

僧相存が大岩経が峰に経塚をつくる。

源義仲が倶利伽羅合戦で平氏をやぶる。

源頼朝は義経を追討し、守護地頭をおく 。

承久の変がおこり、越中の武士団は京都方について関東

の軍勢と戦う 。

文永の役に際して越中の武士団が越前国の敦賀の港を守

る。

越中守護名越氏が滅亡する。

守護桃井直常が京都を攻めて足利尊氏と戦う 。

畠山基国が越中守護になる。

高瀬庄に土ー撲がおこる。このころから応仁の乱前後に

かけて越中の神保長誠らは畠山氏に従ってたびたび畿内

で戦う 。

足利義材(前将軍)が京都から越中の神保氏をたよって逃

げ下る。

一向一撲がおこり越中を支配する。一向

後守護代長尾能景が般若野で討死する。

上杉謙信越中に入り、 一向ー撲を討つ。
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1876 I 閃 ~fì 9 新川県が廃止され、 イ[川県 と合併する。 じまる。

1877 10 海内果等が利益社談(文明開化の啓蒙雑誌)を発行する。 1931 昭和 6 不景気がはげしくなり 、銀行の破産や労働争議が多くな

1878 11 明治天皇が本県を巡幸される。第白-二十 J 国立銀行(今 る。

の北陸銀行)の設立が免許される (12年 1月間同) 1933 8 この頃か ら大規模工場(繊維・重化学 ・金属等)が急増し、

1882 15 本県に北立自由党・越中改進党ができる。 工業がさかんになる。

1883 16 石川県か ら分かれて 、富山県ができる。 1940 15 県下の新聞を統合して、北日本新聞社ができる。

1884 17 中越新聞(後の富山日報)が発行される。 1941 16 米穀配給通帳制等が実施され、戦時統制lが強まる。

1885 18 富山大火(焼失約6000戸) 1943 18 全県の銀行を統合して、北陸銀行が創立きれる。 また私

1886 19 この頃から各地に機業場(絹糸の製糸場)や会社ができる。 鉄を富山地方鉄道会社に統合する。

この年、コレラ大流行(死亡者 1万1764人)。 1945 20 空襲により富山市街の大半が焦土となる。

1888 21 この頃庄川 ・神通川・常願寺川 ・黒部川等にしだいに橋 ポツダム宣言受諾、終戦。

がかけられる。 1946 21 日本国憲法公布。富山県食糧人民大会が開催される。農

1889 22 市制 ・町村制が実施される (本県 2市 ・31町 ・238村)。 地改革がはじまる。

伏木港が特別輸出港に指定される。 1947 22 知事公選制となる。天皇北陸巡幸。新制中学が創設され

1893 26 高岡紡績株式会社(今日の日清紡)が創立される。 る。

1897 30 中越線(今の城端線)が開通する。 1948 23 新制高校が発足する。第1回県民体育大会が開催される。

この年飢僅で減収50万石。北海道へ多くの人が移住する。 1949 24 富山大学が開校きれるの

1899 32 北陸鉄道富山まで開通。大久保発電所(大沢野町)発電開 1950 25 県営球場が完工する。

1952 27 第一次富山県総合計画が発表される。

1900 33 富山市で、関西 2府15県の連合共進会をひらく 。 1953 28 町村合併が進む。
はせこえ

1902 35 この頃、庄川分流工事や神通川馳越工事がはじぎる。 1954 29 立山ケーブルカー開通。富山産業大博覧会が開催きれる。

1907 40 稲の新品種、銀坊主かが発見される。この頃、土地改良や 1956 31 魚津市大火。

合口用水事業が多くなる。 1958 33 第13回国民体育大会が富山県で開催きれる。天皇 ・皇后

1907 40 この頃、氷見で上野式ぶり大敷網が考案される。 両陛下御来県。

1910 43 県立薬学専門学校が設立される。 1960 35 有峰ダムが完成する。

1913 大正 2 北陸本線が全線開通する。 1960 35 立山・ 黒部 ・有峰(T.K.A)開発会社が設立される。

1914 3 富山市中心に県下大水害(死傷者 2百余人 、家屋の流失 1961 36 イタイイタイ病が問題となる。

300戸浸水 1万3000戸)。 1962 37 県立大谷技術短期大学が開校される。

1917 6 この頃から県内に工場(化学 ・金属 ・繊維等)がさかんに 1963 38 富山女子短期大学が開校される。黒四ダムが完成する。

設立される。 1964 39 富山・ 高岡地区が新産業都市に指定される。

1918 7 新川地方の海岸地帯を中心に米騒動がおこる。 1967 42 富山市 ・高岡市がばい煙規制地区に指定きれる。

1921 10 この頃から不況がはげしくなり、各地に小作争議が多く 1968 43 富山新港開港。イタイイタイ病が公害病に認定きれる。

なる。 1969 44 全国植樹祭、頼成山で開催される。

1924 13 旧制富山高等学校が開校する。 197Q 45 米の生産調整はじまる。

1926 15 富山市営乗合自動車運転開始。 この頃からラジオや蓄音 1971 46 第1回富山県青年の船が出航する。立山トンネル全線開通。

機が普及する。 1972 47 県民公園の工事はじ まる。北陸新幹線が本決りとなる。

1928 昭和 3 富岩運河の開きくとともに、 神通川廃川地の埋立てがは 1973 48 置県90年記念事業はじまる。
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富山県歴代知事名 位日E圭コ=ヨ- 山 県 歴 代 議 長 名

氏 名 就任年月日 氏 名 就任年月日 氏 名 就任年月日

国 重 正 文 明治16. 5. 9 武 音日 尚 τ，山七、 日月ifi16.8. 20 づに1 田 j青 平 昭和 6.12. 1 

藤 島 正 健 21. 10. 29 南 王と =口と 17. 6. 9 鹿 ，ム同.じじ、、 久
女rムー・ 7. 12. 1 

PオF木t 山 茂 23. 7. 25 米 沢 紋 一 良日 18. 3. 10 砂土 居次郎平 8. 12. 5 一
徳、 久 '恒 範 25. 8. 20 島 田 孝 之 19. 10. 11 l罰 広 政 之 助 9. 12. 7 

安 藤 謙 介 29. 4. 11 石 坂 専 之 介 23. 3. 22 片 口 安 太 自日 10. 10. 16 

石 田 4貝王J- 之 E力 30. 4. 7 ノ'口ト、一 )11員 平 23. 11. 26 ヨオF木て 丘 正 日佐 11. 11. 28 

阿 部 1告 31. 2. 5 堀 一 作 25. 7. 25 子提 見 丈 繁 12. 11. 30 一
金 尾 稜 厳 31. 8. 3 金岡 又左衛 F9 27. 7. 25 =仁t1r 田 j青 平 13. 11. 26 

土百 直 右 33. 1. 19 竹 脇 茂 一 良1) 27. 9. 28 五十嵐為太郎 14. 10. 14 一
居メ5、 久 35. 2. 8 大矢 四郎兵衛 28. 2. 12 堀 田 勝 文 15. 12. 26 

弓井子ミ二 実 隆 介 35. 12. 30 堀 一 作 29. 9. 17 野 上 資 良 17. 11. 24 一
)11 上 親 晴 38. 12. 14 上 埜 女r'- 太 自R 31. 9. 21 武 部 家支 ゴ口ゴ 19. 11. 29 

* 佐 美 勝 夫 41. 3. 28 関 野 善 次 民日 32. 10. 12 目リ 田 J台 ゴ口ゴ 22. 5. 31 

浜 田 '恒 之 助 43. 6. 14 言回語三 野 新 作 33. 12. 6 情1 原 耕 1、f旦士二 24. 7. 2 

木 問 策 大正 4. 8. 12 岡 本 八 平 34. 12. 16 須 河 一 26. 5. 12 

井 上 孝 哉 6. 1. 29 大橋十右衛 門 36. 10. 14 湊 栄 =口と 27. 11. 30 

東 園 基 光 8. 4. 18 ホオ木ミヰ 丘 覚 平 41. 12. 15 蓑 憲 作 29. 12. 22 

太 時 尚 10. 12. 24 キ艮 尾 刀'=とτ' 四 良日 42. 12. 21 石ι-u )11 毅 30. 5. 14 

伊 藤 」で~亘kコ1.. 八 良日 11. 9. 26 =口f::: 回 久 五ノ、三 イ'軒ー 44. 10. 13 舟 橋 )11貢 y台 31. 10. 28 

岡 正 雄 13. 7. 23 j支 野 長 保 大正 2. 11. 22 分 r完ムにー・ 義 八 良日 32. 3. 26 

白 上 イ右 =口と 15. 9. 28 野 島 茄 一 自日 4. 7. 1 粟 田 =口と 良日 33. 3. 25 

白 キ艮 竹 介 昭和 2. 5. 17 荒 井 健 4. 10. 9 古 市 繁 太 良日 33. 11. 8 一一
山 中 一 4. 2. 6 藤 回 久 5. 11. 14 中 嶋 粂 次 34. 5. 11 

を令 木 有文 一 6. 4. 15 主同主「1 桑 直 助 6. 11. 10 〈五， 厚 {半 一 36. 12. 21 一
斉 藤 桔f 7. 6. 28 野 松 以 寛 7. 11. 15 桜 井 与 一 37. 12. 15 

土 山支 室長 次 良日 10. 5. 25 佐 々 木平兵衛 8. 11. 15 子rム~ 於 出奇 章 三口と 38. 5. 8 

矢 野 兼 一 13. 4. 18 才面 林 太 民日 9. 11. 19 柚 木 栄 三日七 39. 6. 26 一一
田I 干す 金 五 16. 1. 7 角 島 =Et1 r 明 10. 11. 17 藤 井 兼 久 40. 12. 20 

士反 弥 18. 4. 23 ノ'口ト、一
二屯由ニ 蔵 11. 11. 25 手口 田 泰 一 41. 7. 14 一

西 キす 彰 19. 2. 25 佐 々 木平兵衛 12. 10. 15 嶋 粂 次 42.5.18 

岡 本 茂 19. 7. 25 長 谷 )11 庄 蔵 13. 11. 4 主田吉] 野 由 良E 42. 12. 16 

=口と 武 ，宙じd、 市 20. 10. 27 米 沢 JC 健 15. 6. 22 玉 生 孝 久 43. 12. 18 

田 中 啓 一 21. 1. 25 大 西 篤 万三 15. 11. 25 広 井 文 作 44. 12. 1 

石 丸 敬 次 21. 7. 9 キ艮 尾 長 次 良日 15. 12. 23 谷 原 理 一 45. 9. 28 

~~ 根 i日H記L 一 22. 2. 28 金 山 米 次 良日 昭和 2.10. 15 山 田 イ予 作 46.5.10 

官官 哲 一 22. 4. 19 飯 メ居入 平 Eノt、 f章? 2. 12. 23 松 沢 -'- 良日 47. 3. 22 
一

/¥ 

主同主~ 辻 武 手目 23. 11. 23 大 西 篤 刀二 3. 11. 23 1FT 可 平 公 友 48.3.23 

=口七 田 実 31. 10. 1 藤 田 義 為 5. 11. 18 

中 田 幸 て口と 44. 12. 30 片 口 安 太 良日 6. 10. 18 
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資料提供者 (アイウエオ)1頃敬称略)

戸X立. 場 尚 一 北 日 本新聞社 片吊ι. 楽 寺 富 山市 立郷土博物館

朝日町役場境支所 *.i 土 王 寺 浄 蓮 寺 滑 川市 立図書館

朝日町立宮崎小学校 県 立 小 杉 高 等 学 校 王嵩 泉 寺 奈良国立文化財研究所

芦山弁寺一山会 県 立 高 岡 工 芸 高 校 専 立 寺 入 善 町教 育委員会

安 居 寺 県 立 氷 見 高 等 学 校 持 寺 西 井 イ義

石川県立郷土資料館 久 イ呆 健 大 F9 文 イ七 lヱhミ、 西 田 f山 作

石 |崎 文 平 倶利伽羅神社 高 岡市 立図書 館 日 石 寺

石 原 与 作 黒部 市 立石田 小 学校 高岡 市 立 博物館 日本鋼管富山電気製鉄所

干首 垣 貞 雄 慶 応 大 学 考 古 学研究室 高 岡市立博労 小 学校 根 塚 {予 一 松一一
井波町立図書館 広 貫 堂 広報課 高 岡市立伏木小 学校 福光 町立図 書 館

射 プk 神 社 光 禅 寺 T同~ j頼 神 才士 堀 岡 神 明 社

魚 津 市立松 倉 小 学校 国立公文書館 竹 内 本 片見江 . 寺

浮 田家 (黒沢慎子) 国文学研究資料館 ノ'口I、一 口 民 之 本 法 寺

鵜 士反 神 社 国 立 史 料 官官 ~口一、一 山奇 範 円リ 田 三円tて 徳 2ヱエ〉、

牛ヶ首用水土地改良区 三重 国 八 幡 呂 ~ 田 ラyた"7 雅 湊 i最

内 山 y台 八 良日 佐 イ白 玉藍宝包. 宇日 5延 生 寺 1菜 山 了 芳

宇奈 月町教 育 委員会 佐 イ白 幸 長 長 慶 寺 八 士反 神 社

水 女__，_ 寺 斉 藤 良R 長 養 寺 山 崎 j原 J台一

江 尻 セ 、、/ 子 桜 井 健 太 良日 東京国立博物館 山 本 j原 太 良R

小川寺光学坊 篠 井 d申じ，、 東京大学人類学研究室 * 、土口 城 嘉

沢 栄 1、丘旦二 十 寺 東大寺正倉院 =口~ 田 実

小 矢 部市教育委 員会 王帝 ニ屯t己 寺 砺波市総務課 米 原 米 松

雄 山 神 社 勝 血1 寺 富山県教育委員会文化課 来 迎 寺

海 内 士 良R J青 浄 光 寺 富 山 県 教 育 研究所 JL 山 寺

金 山 方 象 r疋-'--. 田 実 富 山県 立図書館 蓮 王 寺

観 世 r本-L". ，三出位.

福 寺 j度 辺 秀
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l臣~ fl多

高 j頼 重雄 県史監修者(富山大学教授文学博士)

編集及び執筆者

赤羽 一 男 県民課主事

石崎 直義 県史編きん専門委員

稲垣 剛 一 同

漆間 7c一 総務課主幹

奥田 淳爾 総務課県史編きん主任

小沢 昭己 高岡市立太田小学校教諭

川原 則正 総務課総務主任

北沢 俊嶺 県史編きん専門委員

北林 吉弘 富山中部高校教諭

久保 尚文 総務課主事

斉藤 敏雄 総務課県史編きん主任

佐藤 良正 県美術品管理嘱託

重杉 俊雄 県史編きん専門委員

値 島 正晴 総務部参事(前総務課長 )

団野 彰 総務課主幹

広田寿二郎 総務課嘱託

前田 英雄 教育研究所研究主事

山本 5屋1蓋 県民課長

吉沢 正敬 文化課長(前県民課広報主幹)

米原 寛 総務課主事

(アイウエオ順、敬称略)
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撮影

大野達郎

清原為芳

表紙・見返し

越中紙社

あ と カf き

置 県90周年記念事業の一環 として、原始時

代から現代まで、さらに置県 100年に向けて

富 山県の発展の過程を総合的にとらえた「富

山県のあゆみ」の発刊を進めておりましたが

このたび刊行のはこびとなりました。

本書は、歴史的な文化遺産である貴重な史

料を写真で紹介し しかも読みやすく親しみ

やすい表現にすることによ って 、県民の皆さ

ん、とくに次代を背負う青少年の皆きんに十

分理解していただき、ふるさとへの愛情を深

めていただけるように努めたつもりです。

編集にあた っては 、富 山県史監修者文学博

士高瀬重雄氏の監修のもとで、県史編きん専

門委員の方々をはじめ、関係者の積極的なご

協力により極めて短期間に完成をみることが

ていきました。

だれでも読める、親しみやすいものを、極

めて短期間にまとめなければ、ならなか っただ

けに、本書の編集に直接たずさわ った総務課

の県史編さん担当職員や、県民課の担当職員

は、資料調査、収集、執筆に日夜精力的な努

力を重 ねたものであります。

おわりに、本書の刊行に際し、貴重な資料

の提供など特別 のご便宜をいただいた方々や

関係者の氏名を明記して、心からのお札にか

えさせていただきます。

昭和48年 5月 9日

富 山県総務部総務課長黒崎 政雄

定価 1，10 0円
発行日 昭和48年 5月 9日

発行富 山 県
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